
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち
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おいしい手料理

【もやしとサクラエビの炊き込みご飯】

▼町民アンケートで見えた子育て支援の充実スタート

▼東川町耐震改修促進計画
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ディ・ライト（昼間
点灯）

を実践しましょう☆
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幼
児
の
医
療
費
、
保
育
料
の
負
担
軽
減
と
病
気
治
療
中
や
病
後
の
保
育
が
心
配
―
。
子
育
て
世
代
の
お
母
さ
ん
が
望
ん
で
い
る
こ
と
は
、
万
一
わ
が
子
が

病
気
や
け
が
を
し
て
も
、
き
ち
ん
と
子
育
て
を
支
え
て
く
れ
る
公
的
支
援
環
境
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
町
教
委
で
は
本
年
度
か
ら

全
道
初
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
、
保
育
料
負
担
の
軽
減
な
ど
、
子
育
て
お
母
さ
ん
の
大
き
な
不
安
を
軽
減
で
き
る
制
度
の
導
入
を
実
現
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
町
内
で
安
心
し
て
子
育
て
し
や
す
い
生
活
支
援
環
境
が
今
年
か
ら
大
き
く
充
実
し
ま
し
た
。

全
道
初
！　
「
育
ち
」を
サ
ポ
ー
ト　　
専
任
職
員
配
置
、保
育
料
負
担
の
軽
減
も

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
見
え
た
子
育
て
支
援
の
充
実
ス
タ
ー
ト

CONTENTS
町民アンケートで見えた子育て支援の充実スタート

まち・タウン
○うれしい入園・入学・ピカピカの新1年生
○動物園のこども撮影会が雑誌の特集に
○庄内さん、青木さん、小野さんの3人に町スポーツ賞
○上川管内トップを切って今季パークゴルフ大会　　ほか

今、生き生きと
○家具職人　畑　幸男

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○宮沢賢治と地球温暖化
◇短歌・俳句
◇新刊図書・ビデオ案内

Dr.中田の「健康にばんざい」
○生活習慣病を防ごう④

大雪山の素顔
○「春を感じるとき」…大雪山自然学校・NPO法人ねおす　鳥羽晃一

ペチャクチャカナダ人
○「ハロー・チェリー・ブロッサム！」…英語指導助手（AET）アシュリー・ペトゥルッチ
○エイゴのマナビカタ
　第49回「テレビでもラジオでも！」…英語教育指導員　宮地晶子

町の風　雑記抄
○言葉の妙味…前中央分館長　尾池隆男

東川町耐震改修促進計画

就任のごあいさつ

大雪地区広域連合からのお知らせ
○本年度予算規模は25%減の総額約82億円に

くらし・ネットワーク
○中山間地域等直接支払い制度交付事業の報告
○平成20年度公共工事発注見直し一覧表
○平成19年度日本赤十字社東川町分区収支決算
○町内施設のご案内　　ほか

子育てチャンネル
○「今日もKO負け!?」
子育て真っ最中お母さん　飯塚真里子

保健だより
○東川町保健師担当地区割り図

おいしい手料理
○「もやしとサクラエビの炊き込みご飯」…園田多映子
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第2回東川大写真展入選作品から

「大好きな公園」
山崎恵子さん撮影

東川町、東川町交通安全協会
東川・東川西・志比内駐在所

初夏・行楽期の交通安全運動
5/30（金）～6/8日（日）
◎安全なスピードを守って
　楽しい観光・行楽
◎高齢者の交通事故防止
◎後部座席もシートベルトと
　チャイルドシートしっかりと

ディ・ライト（昼間
点灯）

を実践しましょう☆
子供安全パト
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昨
年
12
月
、
「
子
育
て
支
援
・
教
育
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

①
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
②
幼
児
セ
ン
タ
ー

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
含
む
）
の
運
営

に
つ
い
て
③
義
務
教
育
費
負
担
の
軽
減
に
つ

い
て
―
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
行
政
に
望
む

施
策
を
調
べ
ま
し
た
。

　

町
内
の
未
就
園
（
保
育
）
児
、
幼
児
セ
ン

タ
ー
、
小
・
中
学
校
に
子
供
が
通
っ
て
い
る

保
護
者
を
対
象
に
、
５
３
５
人
か
ら
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
要
望
、
さ
ら
に
そ
の
優
先
順
位

を
聞
き
、
公
的
支
援
に
ど
う
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
出
来
る
か
、
を
探
り
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
の
負
担
軽
減
要
望
に

応
え
て
制
度
を
充
実

　

幼
児
期
、
学
童
期
の
子
育
て
家
庭
に
共
通

し
て
圧
倒
的
に
要
望
が
多
か
っ
た
の
は
、
経

済
的
な
負
担
軽
減
で
す
。

　

次
い
で
幼
児
の
保
育
機
会
の
充
実
、
病
児
、

病
後
児
保
育
、
障
が
い
児
保
育
の
充
実
を
望

む
声
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
町
教
委
で
は
、
幼
児
セ
ン
タ
ー

に
特
別
な
支
援
が
必
要
な
子
供
の
受
け
入
れ

を
実
現
さ
せ
る
「
特
別
支
援
教
育
体
制
」
を

本
年
度
か
ら
本
格
ス
タ
ー
ト
。
特
別
支
援
教

育
支
援
員
を
常
駐
配
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

全
道
で
初
め
て
の
試
み
で
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
策
と
し

て
、
第
２
子
以
降
の
幼
児
セ
ン
タ
ー
保
育
料

の
軽
減
制
度
の
対
象
範
囲
を
大
幅
に
拡
大
し

ま
し
た
。

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
保
育
料
は
、
昨
年
度
ま

で
は
、
入
園
し
て
い
る
乳
幼
児
を
第
１
子
と

し
て
、
第
２
子
を
２
分
の
１
、
第
３
子
を
10

分
の
１
に
軽
減
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
は
制
度
を
拡
大
し
、
第
1
子

の
小
学
校
入
学
以
後
も
卒
業
年
ま
で
、
幼
児

セ
ン
タ
ー
に
在
園
す
る
第
２
子
以
降
の
保
育

料
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
保

補
を
具
体
的
に
明
記
し
て
聞
き
ま
し
た
。

　

順
位
が
高
い
順
に
５
点
な
い
し
３
点
か
ら

１
点
ま
で
を
加
点
し
て
い
く
加
点
積
算
方
式

で
集
計
し
ま
し
た
。

　

『
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
』
で
圧
倒
的
に

要
望
が
多
か
っ
た
の
は
「
就
学
児
童
医
療
費

公
費
負
担
の
拡
充
」
（
千
１
８
６
点
）
で
し

た
。

　

次
い
で
「
学
童
保
育
事
業
の
充
実
」
（
４

９
５
点
）
③
「
出
産
祝
い
金
の
支
給
」
（
４

７
９
点
）
④
「
子
育
て
に
関
す
る
相
談
体
制

の
充
実
」
（
２
８
７
点
）
⑤
「
育
児
サ
ー
ク

ル
の
支
援
」
（
１
５
４
点
）
⑥
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
（
６
カ
月
健
診
時
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
）
の
拡
充
―
の
順
で
し
た
。

　

そ
の
他
に
分
類
さ
れ
た
要
望
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
「
保
育
料
の

値
下
げ
」
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
充
実
」
「
早
朝
保
育
の
質
の
充
実
」

「
悩
み
、
質
問
ポ
ス
ト
の
実
現
」
「
出
産
し

て
も
働
き
続
け
ら
れ
る
労
働
条
件
の
徹
底
」

育
料
を
軽
減
で
き
る
こ
と
で
、
小
学
校
に
通

う
上
の
お
子
さ
ん
が
、
万
一
病
院
に
通
っ
て

医
療
費
が
か
か
る
場
合
で
も
、
子
育
て
の
家

庭
負
担
が
重
く
な
ら
ず
に
す
み
ま
す
。

　

病
児
、
病
後
児
保
育
（
自
園
型
）
は
、
保

健
師
を
引
き
続
き
幼
児
セ
ン
タ
ー
に
配
置
す

る
と
と
も
に
、
住
民
福
祉
課
、
町
立
診
療
所

な
ど
医
療
機
関
と
密
接
な
連
携
体
制
を
取
っ

て
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
万
一
に
備
え

て
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
内
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
も
1
台
配
備
す
る
予
定
で

す
。

　

零
歳
児
、
3
歳
未
満
の
乳
幼
児
保
育
の
要

望
も
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
零
歳
児
の
受
け

入
れ
枠
を
３
人
増
や
し
、
９
人
ま
で
保
育
で

き
る
体
制
に
充
実
し
ま
し
た
。

多
か
っ
た
経
済
的
支
援
を
望
む
声

〜
具
体
的
な
要
望
・
そ
の
内
容

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
は
５
つ
。
要
望
の
候

　

幼
児
の
医
療
費
、
保
育
料
の
負
担
軽
減
と
病
気
治
療
中
や
病
後
の
保
育
が
心
配
―
。
子
育
て
世
代
の
お
母
さ
ん
が
望
ん
で
い
る
こ
と
は
、
万
一
わ
が
子
が

病
気
や
け
が
を
し
て
も
、
き
ち
ん
と
子
育
て
を
支
え
て
く
れ
る
公
的
支
援
環
境
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
町
教
委
で
は
本
年
度
か
ら

全
道
初
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
、
保
育
料
負
担
の
軽
減
な
ど
、
子
育
て
お
母
さ
ん
の
大
き
な
不
安
を
軽
減
で
き
る
制
度
の
導
入
を
実
現
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
町
内
で
安
心
し
て
子
育
て
し
や
す
い
生
活
支
援
環
境
が
今
年
か
ら
大
き
く
充
実
し
ま
し
た
。

　

幼
児
の
医
療
費
、
保
育
料
の
負
担
軽
減
と
病
気
治
療
中
や
病
後
の
保
育
が
心
配
―
。
子
育
て
世
代
の
お
母
さ
ん
が
望
ん
で
い
る
こ
と
は
、
万
一
わ
が
子
が

病
気
や
け
が
を
し
て
も
、
き
ち
ん
と
子
育
て
を
支
え
て
く
れ
る
公
的
支
援
環
境
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
町
教
委
で
は
本
年
度
か
ら

全
道
初
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
、
保
育
料
負
担
の
軽
減
な
ど
、
子
育
て
お
母
さ
ん
の
大
き
な
不
安
を
軽
減
で
き
る
制
度
の
導
入
を
実
現
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
町
内
で
安
心
し
て
子
育
て
し
や
す
い
生
活
支
援
環
境
が
今
年
か
ら
大
き
く
充
実
し
ま
し
た
。

全
道
初
！　
「
育
ち
」を
サ
ポ
ー
ト　　
専
任
職
員
配
置
、保
育
料
負
担
の
軽
減
も

全
道
初
！　
「
育
ち
」を
サ
ポ
ー
ト　　
専
任
職
員
配
置
、保
育
料
負
担
の
軽
減
も

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
見
え
た
子
育
て
支
援
の
充
実
ス
タ
ー
ト

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
見
え
た
子
育
て
支
援
の
充
実
ス
タ
ー
ト

子供安全パト
ロール

実施中
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1番 2番 3番 4番 5番 6番 7番 要望
なし

3点

2点

1点

点数

75 10 319 46 1 25 14

84 35 104 130 6 70 11

86 54 21 97 32 72 6

479 154 1186 495 47 287 70

人数 245 99 444 273 39 167 31 34
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人数 190

248

142

46

1074
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父親 母親 その他
（未記入） 合計

48 479 8 535

う
れ
し
い
入
園
・
入
学
、
ピ
カ
ピ
カ
の
新
1
年
生

1
年
間
の
無
事
故
願
っ
て
交
通
安
全
祈
願
祭

―
な
ど
が
比
較
的
上
位
に
あ
り
ま
し
た
。

　

『
幼
児
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
を
含
む
）
の
運
営
に
つ
い
て
』
で
は
、

「
保
育
料
負
担
の
軽
減
」
（
千
６
１
４
点
）

を
望
む
声
が
圧
倒
的
に
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

次
い
で
「
通
園
バ
ス
の
拡
充
」
（
５
０
４

点
）
③
「
保
育
士
の
増
員
」
（
４
９
３
点
）

④
「
預
か
り
保
育
（
幼
稚
園
型
入
園
児
の
延

長
保
育
）
の
充
実
」
（
３
６
８
点
）
⑤
「
休

日
保
育
の
実
施
」
（
３
６
６
点
）
⑥
「
少
人

数
保
育
の
導
入
」
（
３
６
３
点
）
⑦
「
一
時

保
育
（
未
入
園
児
の
保
育
）
の
充
実
」
（
３

３
８
点
）
⑧
「
障
害
児
保
育
の
充
実
」
（
３

２
２
点
）
⑨
「
延
長
保
育
の
終
了
時
間
の
延

長
（
現
行
は
午
後
７
時
ま
で
）
」
（
３
０
９

点
）
⑩
「
保
育
士
の
待
遇
改
善
」
（
２
８
３

点
）
―
の
順
で
し
た
。

　

『
義
務
教
育
費
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
』

で
は
、
「
学
用
品
の
負
担
軽
減
」
（
千
７
４

点
）
が
圧
倒
的
要
望
で
し
た
。

　

次
い
で
「
入
学
・
就
学
祝
い
金
の
支
給
」

（
５
０
８
点
）
③
「
宿
泊
研
修
及
び
修
学
旅

行
費
用
の
負
担
軽
減
」
（
３
７
９
点
）
④

「
給
食
費
の
軽
減
」
（
３
６
２
点
）
⑤
「
部

活
動
費
の
負
担
軽
減
」
（
２
４
２
点
）
⑥

「
バ
ス
通
学
費
の
軽
減
」
（
２
３
０
点
）
―

の
順
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
バ
ス
通
学
の
利
便
性
に
つ
い

て
「
町
バ
ス
の
便
が
少
な
く
、
冬
期
間
は
保

護
者
が
送
迎
し
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
と

思
う
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

子育て支援・教育に関するアンケート集計結果（抜すい）子育て支援・教育に関するアンケート集計結果（抜すい）

　『子育て支援について』
　具体的に望む項目を選び、優先する順に下記欄に番号をご記入ください。
　　１．出産祝金の支給　２．育児サークルの支援　３．就学児童医療費公費負担の拡充　４．学童保育事業の拡充
　　５．ブックスタート事業（6カ月健診時に絵本をプレゼント）の拡充　６．子育てに関する相談体制の充実　７．その他

　『義務教育負担の軽減について』
　具体的に望む項目を選び、優先する順に下記欄に番号をご記入ください。
　　１．給食費の軽減　２．学用品（例：中学校の制服やジャージ、辞書、参考図書等の購入費）の負担軽減　３．部活動費の負担軽減
　　４．宿泊研修及び修学旅行費用の負担軽減　５．入学及び就学祝い金の支給　６．バス通学費用の軽減　７．その他

　『ご家族の状況について』
　この調査票にご記入された方はどなたですか。

4Higashikawa  2008 May



H
IG

A
S
H

IK
A
W

A
 T

O
W

N
 N

E
W

S

ま
ち
・
タ
ウ
ン

　

４
月
、
町
内
の
小
・
中
学
校
、
幼
児
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
入
学
式
、
入
園
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
１
年
生
の
児
童
は
、
今
年

70
人
、
中
学
生
は
71
人
。
幼
児
セ
ン
タ
ー

で
は
、
零
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
２
１
７
人

の
お
友
達
が
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
、
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で
新
し
い
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

７
日
、
町
内
４
小
学
校
と
東
川
中
学
校

が
一
斉
に
入
学
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

東
川
小
（
飯
森
修
校
長
）
で
は
、
ピ
カ

ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
ネ
ク
タ
イ
、
ス
ー

ツ
姿
の
男
の
子
、
か
わ
い
い
ド
レ
ス
ス
ー

ツ
姿
の
女
の
子
た
ち
が
初
め
て
の
教
室
で

新
し
い
お
友
達
と
初
顔
合
わ
せ
。
新
し
い

教
科
書
、
交
通
安
全
の
黄
色
い
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
黄
色
の
傘
な
ど
を
も
ら
っ
て
〝
わ
く

わ
く
〞
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
が
弾
み
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
年
か
ら
、
子
供
た
ち
の
た
め

　
　
　
　
　

に
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
制
度

　
　
　
　
　

が
３
つ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

新
入
学
児
童
全
員
に
親
子

　
　
　
　
　

で
読
み
聞
か
せ
の
機
会
を
増

　
　
　
　
　

や
し
て
も
ら
う
マ
イ
ブ
ッ
ク

　
　
　
　
　

・
マ
イ
ト
ー
ク
（
本
の
プ
レ

　
　
　
　
　

ゼ
ン
ト
）
、
小
学
校
を
卒
業

　
　
　
　
　

す
る
全
児
童
に
英
語
の
辞
書

　
　
　
　
　

プ
レ
ゼ
ン
ト
、
も
う
一
つ
は
、

子
育
て
家
庭
の
保
育
料
負
担
を
大
幅
軽
減

す
る
制
度
の
導
入
で
す
。

　

保
育
料
は
、
昨
年
ま
で
第
１
子
が
幼
児

セ
ン
タ
ー
に
通
園
し
て
い
る
場
合
、
そ
の

間
に
通
園
し
て
い
る
子
は
、
第
２
子
２
分

の
１
、
第
３
子
10
分
の
１
に
軽
減
し
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
で
は
一
番
上
の
子
が
小

　

学
校
に
進
学
す
る
と
、
妹
、
弟
の
保
育

料
が
負
担
増
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
か
ら
第
１
子
が
小
学
校

６
年
生
ま
で
の
間
、
第
２
子
以
降
の
保
育

料
負
担
軽
減
期
間
を
延
長
し
た
の
で
す
。

こ
れ
で
子
育
て
世
代
の
負
担
は
大
幅
に
軽

く
な
り
ま
し
た
（
３
、
４
㌻
参
照
）
。

　

な
お
、
今
年
の
新
入
生
の
幼
児
、
児
童
、

生
徒
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
東
川
幼
児
セ
ン
タ
ー　

短
時
間
57
人
、

長
時
間
18
人
▼
東
川
小　

51
人
▼
東
川
第

一
小　

７
人
▼
東
川
第
二
小　

８
人
▼
東

川
第
三
小　

４
人
▼
東
川
中　

71
人
▼
東

川
養
護
学
校　

31
人
（
小
学
部
9
人
、
中

学
部
12
人
、
高
等
部
10
人
）
▼
東
川
高
校

　

80
人

前
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

関
係
各
団
体
か
ら
約
70

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
松

岡
市
郎
町
長
は
「
交
通
事

故
は
人
災
。
事
故
を
な
く

す
る
た
め
に
、
家
庭
か
ら
、

職
場
か
ら
、
学
校
か
ら
声

を
掛
け
る
こ
と
が
大
切
」

　

４
月
７
日
、
東
川
神
社
前

の
交
通
安
全
の
碑
前
で
町
交

通
安
全
協
会
（
藤
田
裕
三
会

長
）
が
春
の
交
通
安
全
祈
願

祭
を
行
い
ま
し
た
。
祈
願
祭

の
あ
と
、
東
川
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
、
町
交
通
安
全
指
導

員
の
皆
さ
ん
が
す
ぐ
前
を
通

っ
て
い
る
メ
ー
ン
道
路
で
本

格
的
行
楽
シ
ー
ズ
ン
入
り
を

　
と
あ
い
さ
つ
。
藤
田
会
長
は
「
死
亡
事
故

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
物
損
事
故
は
年
間

１
６
０
件
に
も
上
っ
て
お
り
町
内
の
事
故

は
多
い
。
事
故
を
減
ら
す
努
力
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
気
を
引
き
締
め
ま
し

た
。

　

町
内
の
交
通
死
亡
事
故
は
、
一
昨
年
８

月
５
日
以
来
ゼ
ロ
記
録
が
続
い
て
い
ま
す

（
４
月
21
日
現
在
）
。

う
れ
し
い
入
園
・
入
学
、
ピ
カ
ピ
カ
の
新
1
年
生

う
れ
し
い
入
園
・
入
学
、
ピ
カ
ピ
カ
の
新
1
年
生

1
年
間
の
無
事
故
願
っ
て
交
通
安
全
祈
願
祭

1
年
間
の
無
事
故
願
っ
て
交
通
安
全
祈
願
祭

幼児センター入園式

新しいお友だちと新しい机で笑顔いっぱいの子供たち

子育て支援・教育に関するアンケート集計結果（抜すい）
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旭
山
動
物
園
を
舞
台
に
、
町
内
の
小
学

生
が
写
し
た
携
帯
写
真
の
作
品
が
こ
の
ほ

ど
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
「
Ｗ
Ｗ
Ｄ
」

（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ａ
Ｓ
パ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
発

行
、
変
形
Ａ
４
版

１
４
７
㌻
、
定
価

７
８
０
円
）
に
６

ペ
ー
ジ
の
特
集
記

事
「
旭
山
動
物
園

に
ケ
ー
タ
イ
で
潜

入　

キ
ッ
ズ
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
が

行
く
！
」
と
し
て

掲
載
に
な
り
ま
し

た
＝
写
真
＝
。

　

国
内
携
帯
電
話

会
社
の
協
力
で
写

真
の
町
実
行
委
が

主
催
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
で

す
。
町
内
の
小
学

生
に
参
加
を
呼
び

か
け
、
３
月
９
日
、

37
人
が
旭
山
動
物
園
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
に
付
属
し
て
い
る
カ
メ
ラ
撮

影
機
能
を
利
用
し
て
デ
ジ
タ
ル
写
真
を
撮

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、
手

に
し
た
携
帯
電
話
の
デ
ジ
タ
ル
写
真
撮
影

　
機
能
を
駆
使
し
て
園
内
を
縦
横
無
尽
。
人

気
の
被
写
体
は
、
や
は
り
ペ
ン
ギ
ン
の
お

散
歩
、
し
ろ
く
ま
館
で
迫
力
あ
る
シ
ロ
ク

マ
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
。
画
面
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
び
出
し
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
迫
力
写
真
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
々
が
誌
面
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
ぱ
い
に
〝
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
こ
盛
り
〞
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
文
化
ギ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
リ
ー
で
は　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
こ
ど
も
写
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

撮
影
会
作
品
展
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
６
日
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
展
示
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
ま
す
。

　

４
月
17
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
雑
誌
北
海
道
じ
ゃ
ら
ん
編
集
長
、
ヒ
ロ

中
田
氏
を
講
師
に
迎
え
て
「
東
川
町
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
講
演
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

町
の
活
性
化
策
を
探
ろ
う
と
町
内
の
若
手

商
工
会
員
の
有
志
が
「
ご
当
地
グ
ル
メ
を

考
え
る
会
」
（
高
島
郁
宏
代
表
）
を
立
ち

上
げ
て
開
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
、
活
性
化
に
関
心
が
高
い

町
民
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

観
光
地
と
し
て
の
魅
力
度
ア
ッ
プ
、
満

足
度
ア
ッ
プ
、
「
ま
た
来
た
い
度
」
の
大

幅
ア
ッ
プ
が
必
要
―
。
道
内
主
要
観
光
地

の
調
査
か
ら
示
さ
れ
た
と
い
う
結
果
か
ら
、

中
田
氏
は
「
地
域
に
対
す
る
満
足
度
を
高

め
て
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
に
は
、
期
待

値
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
」
と
提
言
。

　

「
魅
力
的
な
商
品
を
開
発
し
て
地
元
消

費
を
促
進
す
る
こ
と
が
大
事
。
グ
ル
メ
力
、

お
土
産
力
、
イ
ベ
ン
ト
力
、
道
の
駅
力
を

高
め
る
こ
と
」
と
力
説
し
ま
し
た
。

　

そ
の
切
り
札
提
案
は
、
じ
ゃ
ら
ん
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
の
〝
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
〞
の

開
発
。

　

「
じ
ゃ
ら
ん
と
一
緒
に
進
め
る
」
こ
と

を
前
提
に
「
連
携
と
競
争
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
作
り
出
す
、
常
識
で
は
考
え
な
い
、
直

観
力
と
買
い
手
の
心
理
、
納
期
を
決
め
て

　
守
り
き
る
」
と
ア
イ
デ
ア
メ
ニ
ュ
ー
へ
の

取
り
組
み
を
会
場
に
訴
え
ま
し
た
。

り
、
入
学
の
お
祝
い
に
買
っ
て
も
ら
っ
た

ば
か
り
の
ぴ
か
ぴ
か
の
自
転
車
で
校
庭
に

集
ま
り
ま
し
た
。
信
号
機
と
横
断
歩
道
の

練
習
道
路
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
気
味
の
練

習
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

「
信
号
が
青
に
な
っ
て
も
す
ぐ
に
渡
ら

ず
、
左
右
を
良
く
見
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ

う
」
と
ル
ー
ル
を
覚
え
た
後
、
学
校
の
近

く
の
町
道
交
差
点
に
出
て
事
故
に
遭
わ
な

い
ル
ー
ル
を
確
か
め
ま
し
た
。

　

「
道
路
の
横
断
は
、
右
見
て
、
左
見
て
、

も
う
一
度
右
を
見
て
」
―
。
町
内
の
新
１

年
生
に
も
交
通
マ
ナ
ー
を
覚
え
て
も
ら
う

交
通
安
全
青
空
教
室
が
町
内
の
小
学
校
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

15
日
、
第
一
小
（
大
島
峰
夫
校
長
）
で

は
、
７
人
の
新
入
生
を
含
め
て
全
校
生
31

人
が
駐
在
所
の
お
巡
り
さ
ん
か
ら
交
通
ル

ー
ル
を
学
び
ま
し
た
。

　

黄
色
い
交
通
安
全
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

　

4
月
20
日
、
忠
別
川
右
岸
の
親
水
公
園

河
川
敷
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、
上
川
管
内

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
今
季
初
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
「
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
カ
ッ
プ
」

大
会
が
開
か
れ
、
約
２
０
０
人
が
春
一
番

の
そ
う
快
シ
ョ
ッ
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
気
温
が
ぐ
ん
ぐ
ん
上
が
り
、
最

高
気
温
は
セ
氏
22
度
と
６
月
中
旬
並
み
ま

で
上
が
っ
て
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
旭

川
市
内
や
町
内
か
ら
の
出

場
者
は
、
い
ず
れ
劣
ら
ぬ

好
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
ず
ら
り
。

参
加
者
の
多
く
は
冬
期
間

も
イ
ン
ド
ア
コ
ー
ス
で
練

習
を
重
ね
て
き
た
よ
う
で
、

こ
の
日
を
待
ち
切
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
次

々
と
好
成
績
を
た
た
き
出
し
、
ホ
ー
ル
イ

ン
・
ワ
ン
も
19
人
（
う
ち
２
回
２
人
）
が

記
録
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
例
年
よ
り
雪
解
け
も
10
日
以

上
早
か
っ
た
た
め
、
コ
ー
ス
の
芝
も
良
好
。

そ
の
た
め
好
記
録
が
続
出
し
、
36
ホ
ー
ル

す
べ
て
を
「
パ
ー
」
で
回
っ
て
も
中
位
程

度
の
成
績
に
し
か
な
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。

　
　
　
　
　

旭
川
市
内
か
ら
ご
夫
婦
で
出

　
　
　
　
　

場
し
た
男
性
の
優
勝
は
ス
コ

　
　
　
　
　

ア
「
90
」
、
女
性
は
同
じ
く

　
　
　
　
　

旭
川
市
内
か
ら
の
ご
夫
婦
参

　
　
　
　
　

加
者
が
「
99
」
の
ハ
イ
ス
コ

　
　
　
　
　

ア
を
マ
ー
ク
し
ま
し
た
。

上
川
管
内
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
今
季
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

上
川
管
内
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
今
季
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

新
１
年
生
も
交
通
安
全
青
空
教
室

新
１
年
生
も
交
通
安
全
青
空
教
室

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
講
演
会
開
く

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
講
演
会
開
く

　

３
月
26
日
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
平
成
19
年
度
東
川
町
ス

ポ
ー
ツ
賞
の
授
賞
式
が
あ
り
ま
し

た
。
町
体
育
協
会
副
会
長
、
町
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
長
、
町
軟
式
野

球
連
盟
理
事
の
庄
内
東
出
夫
さ
ん
、

町
卓
球
連
盟
会
長
の
青
木
哲
也
さ

ん
、
町
体
育
協
会
長
、
町
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
副
会
長
、
町
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
協
会
副
会
長
の
小
野
利
昌

さ
ん
の
３
人
が
受
賞
し
、
三
宅
良

昌
教
育
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
の

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

　

庄
内
さ
ん
は
、
１
９
７
３
（
昭

和
48
）
年
に
町
体
育
指
導
委
員
の

活
動
を
始
め
て
以
来
、
永
年
町
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
東
川
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

開
館
（
平
成
３
年
）
と
同
時
に
新
ス
ポ
ー

ツ
、
テ
ニ
ポ
ン
の
普
及
活
動
に
も
貢
献
し

ま
し
た
。

　

青
木
さ
ん
は
、
１
９
６
８
（
昭
和
43
）

年
か
ら
体
育
協
会
理
事
と
し
て
町
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
係
わ
り
、
以
来
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
取
り
組
み
、
育
成
に
貢
献
し
ま

し
た
。
テ
ニ
ポ
ン
の
普
及
、
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
学
校
開
放
事
業
導
入
な
ど
、
社

会
教
育
各
分
野
で
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　　

小
野
さ
ん
は
、
１
９
７
２
（
昭
和
47
）

年
に
体
育
指
導
委
員
と
し
て
活
動
を
始
め

て
以
来
、
町
体
育
協
会
長
、
町
体
育
指
導

委
員
協
議
会
長
な
ど
、
町
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
推
進
の
活
動
を
幅
広
く
進
め
ま
し
た
。

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
学
校
開
放
事
業
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
設
立
に
も
貢
献

し
ま
し
た
。

庄
内
さ
ん
、青
木
さ
ん
、小
野
さ
ん
の
３
人
に
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

庄
内
さ
ん
、青
木
さ
ん
、小
野
さ
ん
の
３
人
に
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

動
物
園
の
こ
ど
も
撮
影
会
が
雑
誌
の
特
集
に

動
物
園
の
こ
ど
も
撮
影
会
が
雑
誌
の
特
集
に

受賞者の庄内さん、青木さん、小野さん（右から順に）
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部
分
的
な
修
繕
も
容
易
で
す
。

　
　
　
　
　

◇

　

新
栄
団
地
の
住
人
第
１
号
。
今
年
23
年

目
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。
「
移
っ
て
き
た

当
時
は
養
護
学
校
と
そ
の
教
員
住
宅
し
か

な
か
っ
た
」
と
い
い
ま
す
。
周
囲
は
、
今

で
は
に
ぎ
わ
い
を
増
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
会
社
は
ま
だ
経
営
が
よ
う
や
く

軌
道
に
乗
り
か
け
て
き
た
草
創
期
。
朝
６

時
に
出
社
し
、
帰
宅
す
る
の
は
い
つ
も
夜

遅
く
。
「
一
週
間
に
１
回
、
日
曜
日
に
し

か
子
供
の
顔
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

た
ま
に
午
後
８
時
に
帰
宅
し
た
ら
『
ど
う

し
た
の
？
』
と
言
わ
れ
た
」
と
懐
か
し
く

思
い
返
し
ま
し
た
。

　

「
休
日
で
も
仕
事
が
い
つ
も
頭
の
中
に

あ
っ
た
」
と
駆
け
足
で
走
り
抜
け
て
き
た

半
生
。
「
道
産
材
の
ナ
ラ
材
は
、
も
う
原

木
が
出
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
し
、

こ
れ
か
ら
は
木
材
が
入
っ
て
こ
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
」
と
心
配
は
絶
え
ま
せ
ん
。

　

部
長
職
ま
で
こ
な
し
た
も
の
の
、
現
在

は
役
職
も
返
上
し
て
「
よ
う
や
く
肩
の
荷

が
下
り
た
」
と
言
い
ま
す
。
と
は
い
っ
て

も
社
内
で
は
ま
だ
ま
だ
頼
り
に
な
る
頑
固

一
徹
の
厳
し
い
存
在
。
職
人
の
腕
は
ま
だ

ま
だ
現
役
で
す
。

　

「
形
だ
け
な
ら
機
械
で
作
っ
た
ほ
う
が

早
い
。
で
も
一
つ
一
つ
手
で
触
り
な
が
ら

点
検
し
、
見
て
、
悪
い
と
こ
ろ
を
直
し
な

が
ら
作
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
機
械
で
は
で

き
な
い
。
手
を
抜
く
と
製
品
の
質
が
落
ち

て
し
ま
う
。
そ
れ
を
時
間
か
け
て
直
す
く

ら
い
な
ら
、
最
初
か
ら
時
間
を
か
け
て
作

っ
た
ほ
う
が
い
い
も
の
が
出
来
る
」
―
。

そ
の
信
条
に
支
え
ら
れ
て
培
っ
た
腕
と
仕

上
が
り
は
ピ
カ
イ
チ
で
す
。

　

「
若
い
こ
ろ
『
ペ
ン
キ
屋
と
床
屋
は
、

冬
、
雪
か
き
す
る
な
』
と
言
わ
れ
た
も
ん

だ
。
『
力
仕
事
で
手
が
硬
く
な
る
』
と
冬

の
雪
か
き
も
し
な
か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

　

「
微
妙
に
塗
装
の
色
が
変
わ
る
。
特
に

真
っ
赤
な
赤
と
黄
色
。
赤
は
、
多
く
塗
る

と
真
紅
、
薄
い
と
黒
っ
ぽ
い
赤
に
な
る
か

ら
ね
」
。

　

さ
ら
に
特
徴
的
な
の
が
膠
（
に
か
わ
）

の
り
を
使
っ
た
面
付
け
。
化
学
の
り
全
盛

の
中
、
天
然
の
り
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
今

や
ほ
か
に
は
な
い
と
い
い
ま
す
。

　

牛
の
背
骨
を
原
料
と
す
る
天
然
の
り
。

「
犬
が
ペ
ロ
ペ
ロ
と
食
べ
に
来
る
ほ
ど
だ

か
ら
毒
性
が
な
く
て
無
害
。
万
一
、
子
供

が
な
め
て
も
安
心
だ
よ
」
。
し
っ
か
り
と

接
着
出
来
て
、
し
か
も
水
で
す
ぐ
剥
が
す

こ
と
も
で
き
る
の
だ
そ
う
で
す
。
だ
か
ら

今
、生
き
生
き
と

　

高
級
家
具
づ
く
り
を
支
え

続
け
た
確
か
な
職
人
技
術
と

確
か
な
細
工
。
脈
々
と
息
づ

い
て
き
た
技
は
今
、
か
つ
て

旭
川
家
具
の
代
名
詞
だ
っ
た

頑
丈
で
長
持
ち
、
重
厚
な
婚

礼
家
具
か
ら
、
機
能
美
が
生

き
る
特
注
家
具
づ
く
り
へ
と

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
屋
台
骨
を
支
え
続
け
て
き

た
職
人
気
質
は
今
も
健
在
。

寸
分
狂
わ
ぬ
家
具
を
生
む
部

材
が
、
そ
の
手
元
か
ら
次
々

と
生
ま
れ
ま
す
。
昔
か
ら
の

知
恵
が
育
ん
だ
技
術
に
こ
だ

わ
る
職
人
気
質
と
心
意
気
。

作
り
出
す
製
品
は
、
き
ょ
う

も
使
う
喜
び
を
待
っ
て
い
ま

す
。

1010

部材のやすり掛け作業
（1日300枚以上にもなります）

少人数でカッティングマシーンがうなりを挙げる工場内

家
具
職
人　

畑　

幸
男　
さ
ん

畑　幸男さん　家具職人／新栄　☎82－4670
網走管内佐呂間町出身。62歳。佐呂間町立（旧）仁倉中学校卒。農家の10人兄弟の５男として生まれ、中学卒業後16歳で北見市内の家具店に就職。家具職人、
中でも塗装一筋に腕を磨いてきました。23歳で旭川市内の家具店に転職。８年後、当時先輩職人だった (有 )さくら工芸（８区）、現土田正二三社長の独立・
起業に合わせて転職。開業時の仲間とともに、二人三脚で現在の社業を盛り立てて来ました。会社は今年で創業31年目を迎えます。

はた　   ゆきお

(有)さくら工芸社屋棟

(有)さくら工芸の主工場
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近
年
に
な
い
温
暖
な
春
が
や
っ
て
来
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、
桜
の
開

花
は
４
月
下
旬
か
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
「
地
球
の
動
き
、
気
候
変
動
」
を

予
測
す
る
ほ
ど
困
難
な
も
の
は
な
い
の
で

は
…
。
今
か
ら
30
年
ほ
ど
前
ま
で
、
太
陽

の
黒
点
変
化
、
火
山
の
大
噴
火
等
で
地
球

が
氷
河
期
に
入
る
な
ど
と
テ
レ
ビ
で
報
道

さ
れ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　

こ
こ
20
年
く
ら
い
の
間
に
、
急
に
地
球

温
暖
化
が
世
界
的
に
支
持
さ
れ
て
き
た
。

二
酸
化
炭
素
（
炭
酸
ガ
ス
）
な
ど
が
地
球

を
覆
い
気
温
を
上
げ
る
、
と
い
う
こ
と
が

定
説
化
さ
れ
て
お
り
、
最
近
の
天
候
の
推

移
を
見
て
い
る
と
、
ま
さ
に
「
地
球
温
暖

化
の
兆
候
か
」
と
感
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　

今
か
ら
75
年
ほ
ど
前
、
日
本
に
も
豊
か

な
自
然
と
農
業
を
愛
す
る
文
学
者
が
い
た
。

い
や
科
学
者
と
言
え
る
の
で
は
…
。
そ
の

人
は
宮
沢
賢
治
さ
ん
。

　

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
詩
を
書
い
た
人

で
あ
る
が
、
児
童
文
学
作
品
も
多
く
書
い

て
い
る
。

　

作
品
に
「
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
」

が
あ
り
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
。
「
地
球
が
で
き
て
か
ら
今
ま
で
の

気
温
は
、
た
い
て
い
空
気
中
の
炭
酸
ガ
ス

の
量
で
決
ま
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
く
ら

い
だ
」
「
あ
れ
（
火
山
）
が
い
ま
爆
発
す

れ
ば
、
ガ
ス
は
す
ぐ
大
循
環
の
上
層
の
風

に
ま
じ
っ
て
地
球
全
体
を
つ
つ
む
だ
ろ
う
。

そ
し
て
下
層
の
空
気
や
地
表
か
ら
の
熱
の

放
射
を
防
ぎ
、
地
球
全
体
を
平
均
で
５
度

く
ら
い
は
暖
か
く
す
る
だ
ろ
う
と
思
う
」

と
。

　

な
ん
と
現
在
の
炭
酸
ガ
ス
に
よ
る
地
球

温
暖
化
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
作
品
で
は
、
火
山
局
の
技
師
ブ
ド

リ
は
、
毎
年
、
毎
年
、
冷
害
で
苦
し
む
農

民
の
姿
を
見
て
「
炭
酸
ガ
ス
が
増
え
れ
ば

暖
か
く
な
る
。
島
の
火
山
を
爆
発
さ
せ
、

炭
酸
ガ
ス
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
冷
害

が
克
服
で
き
る
」
と
考
え
た
の
だ
。
こ
の

青
年
は
一
人
島
に
残
り
、
農
民
の
た
め
に

火
山
の
爆
発
に
命
を
投
じ
た
。
数
日
後
か

ら
気
候
が
ぐ
ん
ぐ
ん
と
暖
か
く
な
り
、
こ

の
年
の
作
柄
は
普
通
作
と
な
っ
た
と
結
ん

で
い
る
。
青
年
が
命
を
投
じ
て
農
業
を
守

り
、
農
業
者
が
笑
顔
を
取
り
戻
し
た
お
話

で
あ
る
。

　

地
球
温
暖
化
が
語
ら
れ
る
時
、
火
山
技

師
ブ
ド
リ
の
行
動
は
ど
の
よ
う
な
評
価
と

な
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
ん
な
も
の
で
も
見

る
角
度
に
よ
り
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
が
存

在
す
る
。
要
は
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
最
も
大

切
な
問
題
な
の
で
は
…
。
今
年
も
豊
穣
の

秋
を
迎
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

母
の
日
に
娘
が
送
り
き
し
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
弥
生
の
窓
辺
に
次
つ
ぎ
と
咲
く

大
休
寺
あ
ま
た
の
和
尚
輪
に
な
っ
て
経
を
読
み
よ
み
そ
ぞ
ろ
に
あ
ゆ
む

わ
が
い
た
み
知
り
て
始
め
て
人
様
に
や
さ
し
く
な
れ
る
春
の
陽
ま
ぶ
し

雪
原
に
幼
は
い
ど
む
初
ス
キ
ー
転
び
て
尚
も
瞳
を
か
が
や
か
し

注
射
器
の
目
盛
満
た
し
て
吸
は
れ
ゆ
く
吾
が
血
液
は
や
や
に
黒
ず
む

真
っ
青
な
空
を
ふ
た
つ
に
分
け
て
ゐ
る
飛
行
機
雲
の
思
考
は
つ
づ
く

共
通
の
話
題
は
熱
く
根
の
生
え
て
立
ち
が
た
き
も
の
あ
り
外
は
雪

目
覚
む
れ
ば
春
の
陽
ざ
し
に
咽
頭
痛
忘
れ
て
散
歩
再
度
の
発
熱

早
春
の
明
日
を
約
し
て
夕
茜
冬
衣
ぬ
ぎ
て
樹
木
も
つ
や
め
く

歳
と
れ
ば
勝
手
な
こ
と
を
考
え
る
食
事
を
作
る
ロ
ボ
ッ
ト
が
欲
し
い

孫
受
験
待
ち
焦
が
れ
し
は
誰
な
ら
む
遺
影
の
息
子
も
微
笑
み
て
お
り

ふ
っ
く
ら
と
春
を
告
げ
く
る
猫
柳
ふ
く
ぶ
く
し
さ
に
心
な
ご
み
ぬ

蒲
公
英
の
絮
吹
き
吹
き
て
児
の
通
る

大
の
字
に
タ
ン
ポ
ポ
倒
し
瀬
音
聞
く

蒲
公
英
や
鉄
路
の
旅
の
鄙
の
駅

た
ん
ぽ
ぽ
の
日
だ
ま
り
の
中
万
華
鏡

春
浅
し
か
け
ち
が
い
た
る
ボ
タ
ン
か
な

春
昼
や
胎
児
も
あ
く
び
す
る
ら
し
き

た
ん
ぽ
ぽ
の
風
生
む
絮
の
飛
翔
か
な

短
足
の
昭
和
生
れ
に
絮
た
ん
ぽ
ぽ

た
ん
ぽ
ぽ
の
空
笑
ひ
だ
す
猫
の
舌

春
め
き
て
雲
の
百
態
あ
き
も
せ
ず

春
眠
や
空
襲
警
報
空
耳
に

松
倉　

和
子

那
須　

喜
美

永
江　

栄
子

嶋
崎　

ミ
エ

瓜
生　

昭
枝

宮
坂　

敬
子

笹
田　

冨
士
子

清
水　

チ
ヨ

矢
沢　

ま
す
え

岡
澤　

チ
ズ
子

中
田　

治
子

岩
田　

ふ
じ
え

杉
山　

り
つ

山
口　

佐
知
子

石
澤　

清
宏

澤
田　

久
美
子

松
山　

蓉
子

小
林　

露
葉

青
野　

公
花

宮
坂　

紫
雲

秋
山　

深
雪

杉
山
ひ
ろ
の
り

徳
光　

吐
苦

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

幸せのレシピ（映画・ＤＶＤ）
ワーナー・ホームビデオ
マンハッタンの高級レストランで料理長
を務めるケイトは、どんな仕事もこなす
仕事人間。そんなケイトが姪（めい）を引
き取ることに。一方レストランでは自由と
オペラを愛するニックが副料理長として
やってくる。人生へのあふれる愛情を織

り交ぜながら、一人の女性が仕事より大きな世界を発見する物
語。（１０４分）

ランランらくご　あたま山
（児童書）
作：斉藤洋／刊：あかね書房
けちな男がサクランボを種ごと食べると、
頭から桜の木が生えた！　みんなは男の頭
の「あたま山」で花見のどんちゃんさわぎ。
いやになった男はとうとう桜を抜いてしま

い…。他に「どうぐ屋」「だくだく」の２話が入った古典落語を大胆に
アレンジしたゆかいなお話。

日本人の背中（一般書）
著：井形慶子／刊：サンマーク出版
「日本人は世界中の人 と々比べて本当に
特殊」と出会った外国人に言われつづけ
た著者。しかし、欧米人の多くは「日本人」
に困惑し格闘しつつも、次第に日本びいき
になっていきます。いったい欧米人が引か
れるものなんなのか。豊富なエピソードをも

とに解き明かします。

宮
沢
賢
治
と
地
球
温
暖
化

短
歌

俳
句

う
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が
起
こ
り
、
硬
化
・
瘤
（
り
ゅ
う
）
化
し
て

出
血
を
起
こ
す
病
態
で
す
。

　

硝
子
体
出
血
（
眼
球
内
部
の
硝
子
体
へ
の

出
血
）
な
ど
、
大
出
血
を
き
た
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

網
膜
の
変
性
・
網
膜
は
く
離
な
ど
を
起
こ

し
、
視
力
障
害
や
血
管
新
生
緑
内
障
か
ら
失

明
に
至
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
日
本
人
の
失
明
の
第
一
原
因
が
こ

の
糖
尿
病
性
網
膜
症
で
す
。
年
間
約
４
０
０

０
人
の
方
が
、
こ
の
病
気
で
失
明
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
網

膜
症
が
起
こ
っ
て
も
、
多
く
は
視
力
に
ほ
と

ん
ど
影
響
が
な
い
点
で
す
。

　

先
ほ
ど
の
硝
子
体
出
血
や
、
網
膜
の
変

性
・
は
く
離
が
起
こ
っ
て
、
初
め
て
視
力
障

害
に
気
付
く
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
糖
尿
病
の
方
は
、
視
力
に
変

化
が
な
い
こ
と
で
安
心
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

定
期
的
な
眼
底
検
査
が
必
要
で
す
。

　

糖
尿
病
性
網
膜
症
の
治
療
は
、
第
一
に
血

糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
改
善
を
計
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
眼
科
的
に
は
、
出
血
し
そ
う
な
網
膜

の
血
管
に
レ
ー
ザ
ー
を
照
射
、
凝
固
さ
せ
る

光
凝
固
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
内
科
医
と
眼
科

医
の
密
な
連
携
が
必
要
で
す
。

　

次
は
、
糖
尿
病
性
腎
症
で
す
。

　

こ
れ
も
、
日
本
人
が
人
工
透
析
導
入
に
至

る
第
一
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病

患
者
の
死
因
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
次
回

は
、
こ
の
糖
尿
病
性
腎
症
と
神
経
症
に
つ
い

て
詳
し
く
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

 

（
町
立
診
療
所
副
所
長　

中
田
宏
志
医
師
）

　

数
回
に
わ
け
、
糖
尿
病
の
合
併
症
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

糖
尿
性
の
慢
性
合
併
症
は
、
頭
の
先
か
ら

つ
ま
先
ま
で
、
体
の
あ
ら
ゆ
る
所
に
起
こ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
頭
で
あ
れ
ば
皮
膚
炎
や
脳
血
管

障
害
、
脳
神
経
麻
ひ
な
ど
の
単
神
経
障
害
。

　

そ
し
て
眼
の
病
気
、
虫
歯
や
歯
周
病
。
さ

ら
に
下
る
と
、
心
臓
、
大
動
脈
・
大
腿
（
た

い
）
動
脈
硬
化
症
、
不
妊
や
生
理
の
異
常
、

腎
臓
の
異
常
。
陰
部
・
下
趾
（
し
）
真
菌
症
、

下
肢
（
し
）
神
経
症
、
爪
白
癬
（
は
く
せ
ん
）

症
や
下
肢
壊
疽
（
え
そ
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
。

　

合
併
症
の
代
表
格
、
血
管
障
害
に
は
、
細

い
血
管
が
障
害
を
受
け
て
発
症
す
る
細
小
血

管
障
害
と
、
太
い
血
管
が
障
害
を
受
け
て
発

症
す
る
大
血
管
障
害
が
あ
り
ま
す
。

　

細
小
血
管
障
害
は
糖
尿
病
に
特
徴
的
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
大
血
管
障
害
は
糖
尿
病
の
み
な
ら

ず
、
高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
（
高
脂
血
症
）
、

今
注
目
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

な
ど
に
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
細
小
血
管
障
害
に
つ
い
て
少
し

詳
し
く
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

細
小
血
管
障
害
に
は
、
網
膜
症
、
腎
症
、

神
経
症
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
糖
尿
病
に
特
徴
的
な
合
併
症
で
、

糖
尿
病
の
３
大
合
併
症
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
い
状
態
が
続
く

と
発
症
し
、
さ
ら
に
悪
化
し
ま
す
。
網
膜
症

は
、
眼
球
の
内
側
に
あ
り
、
物
を
見
る
た
め

に
重
要
な
働
き
を
す
る
網
膜
の
血
管
に
変
化

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活
躍する人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動
物など「自然の大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えて
きます。

ん。また、種ごとに活動する環境を変えることで多
くの種類が共存していくことができます。
　野鳥たちはさまざまな生き物や多様な環境があっ
てこそ暮らしていくことができるのです。
　東川町は高山帯から田園地帯まで、多様な自然環
境が広がっていて人にとっても野鳥たちにとっても
住みやすい環境が整っています。
　たとえば、まちなかの学校ではチゴハヤブサが営
巣し、キトウシの森にはフクロウの仲間のアオバズ
クやコノハズクが鳴いていたり、冬には忠別川の上
空に翼が２メートル近くにもなるオジロワシやオオ
ワシが飛んでいます。
　旭岳などの高山帯ではギンザンマシコなどの貴重
な種類が繁殖し、田園地帯にはアオサギのような大
型の水鳥、天人峡などの森ではクマゲラなどのキツ
ツキに出合うことができる場所があります。
　
　眺めるもよし、耳を澄ますのもよし、想像力を働
かせて思いをめぐらせるのもよいでしょう！　今月
は人間の身の回りに近い鳥たちに目を向けてみては
いかがでしょうか？

文：大雪山自然学校・NPO法人ねおす　鳥羽晃一
　

「鳥見のすすめ」

　５月は冬鳥や旅鳥が北に移動し、夏鳥が南の国か
らやってくるのでたくさんの種類の野鳥が北海道を
通過します。また、多くの野鳥が繁殖の時期を迎え、
さえずりと呼ばれる恋の歌を歌う姿を目にすること
ができます。青葉が出そろう前のこの時期は野鳥を
手軽に観察することのできる季節です。
　
　野鳥は空を飛ぶために多くのエネルギーを必要と
する一方、軽い体を保たなければなりません。
　そこで回数を多く食べ、よく排せつをするような
体のつくりになっています。その生態のためには食
物となる他の生物や植物が豊富でなければなりませ

生
活
習
慣
病
を
防
ご
う
④

大雪山の素顔

　
中
田
の「
健
康
に
ば
ん
ざ
い
」

Dr.
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英語指導助手/アシュリー・ペトゥルッチ

　

春
に
は
必
ず
生
徒
に
ラ
ジ
オ
英

語
を
聞
く
よ
う
に
薦
め
ま
す
。
中

学
１
年
生
は
「
基
礎
英
語
１
」
、

中
２
は
「
基
礎
英
語
２
」
、
中
３

は
「
基
礎
英
語
３
」
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
内
容
が
ぴ
っ
た
り
。
最
近
、

中
２
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
知
人
が

こ
ん
な
う
れ
し
い
こ
と
を
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

「
今
は
部
活
が
忙
し
く
て
勉
強

な
ん
か
ま
っ
た
く
手
付
か
ず
だ
け

ど
、
小
６
の
時
の
ラ
ジ
オ
の
お
か

げ
で
、
英
語
は
ず
っ
と
（
成
績
が
）

い
い
よ
」
と
。

　

５
、
６
年
生
の
お
子
さ
ん
を
持

つ
お
母
さ
ん
か
ら
は
「
中
学
校
に

行
く
と
英
語
が
あ
り
ま
す
ね
」
と

話
し
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
必
ず
ラ
ジ
オ
を
薦
め
て
い
ま

す
が
、
や
っ
て
お
く
と
本
当
に
良

い
で
す
よ
。
う
ち
の
6
年
生
も
4

月
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
話
も
聞
き
ま
し
た
。
自

宅
で
は
電
波
が
入
ら
な
い
の
で
、

早
朝
６
時
か
ら
車
の
中
で
ラ
ジ
オ

英
語
を
聞
い
て
い
る
と
か
。
某
先

生
の
奥
様
と
小
３
の
お
子
さ
ん
で

す
。
奥
様
は
小
学
校
の
先
生
。
英

語
活
動
が
導
入
さ
れ
る
の
を
考
え

て
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

N
H
K
で
は
他
に
、
迷
子
の
子

犬
の
物
語
「
リ
ト
ル
・
チ
ャ
ロ
」

を
放
送
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ラ

ジ
オ
と
テ
レ
ビ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

放
送
用
テ
キ
ス
ト
が
連
動
す
る
ま

っ
た
く
新
し
い
形
。
テ
レ
ビ
を
見

て
い
る
人
に
よ
る
と
、
放
送
の
後
、

公
式
サ
イ
ト
で
遊
ぶ
と
、
と
て
も

楽
し
い
そ
う
で
す
。

　

教
育
テ
レ
ビ
の
「
３
カ
月
ト
ピ

ッ
ク
英
会
話
」
で
は
、
「
赤
毛
の

ア
ン
」
を
原
書
で
読
ん
で
い
ま
す
。

物
語
の
舞
台
、
プ
リ
ン
ス
・
エ
ド

ワ
ー
ド
島
も
ふ
ん
だ
ん
に
映
り
ま

す
。
放
送
時
間
は
書
店
の
レ
ジ
横

に
あ
る
無
料
の
黄
色
い
冊
子
「
２

０
０
８　

N
H
K
テ
キ
ス
ト　

ナ

ビ
」
や
新
聞
に
詳
し
く
書
か
れ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ウ
ェ
ブ
に
も

専
用
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

習
慣
化
を
!!

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第49回

テレビでもラジオでも！

【ちょっと豆知識】
花なら「flowers」という言葉を思い浮かべますが、桜は「cherry blossom」 (チェリー・ブロッサム)と言います。果樹の
花だから。リンゴやプラムも同じです。
ところで、チェリーといえば、日本の某首相がアメリカのファースト・レディー（大統領夫人）に「桜のように美しい」
と言うつもりで「You are cherry.」 と言ってしまったことがありました。その時夫人は真っ赤になってしまいました。人
に向かってチェリーと言うと、ちょっとここでは書けない意味になります。ご注意を（辞書には載っています）。

ペチャクチャ
カナダ人
ペチャクチャ
カナダ人

Hello Cherry Blossoms! 

　I originally planned to write about the absence of cherry 
blossoms in Canada, or at least their sporadic appearances across 
the country. However, after a quick internet search, I discovered 
that Vancouver city is home to 36,000 cherry blossom trees 
and this year marks the 3rd annual Cherry Blossom Festival. 
Surprising, isn’t it? Since Vancouver is home to a large 
population of Japanese people, the city is quick to embrace 
Japanese heritage. !is year, from March 24 to April 20th, 
the city of Vancouver celebrated cherry blossoms and 
Japanese culture through various events. !e events 
included taiko performances, Maiko dance performances, 
tea ceremonies held beneath the cherry blossoms, and 
other Japanese cultural experiences. 
　Although I am pleased to learn that Canada also 
celebrates cherry blossoms, I look forward to their very 
late arrival in Hokkaido. While I appreciate 
experiencing different cultures back home, through 
whatever means possible, nothing is quite the same 
as the real experience. 

ハロー・チェリー・ブロッサム！

　もともとカナダには桜がないとか、あっても
まれだ、という話を書くつもりでした。ところが
インターネットを調べてみたら、なんとバンクー
バーには３万６千本もの桜があること、そして桜
祭りが３年目を迎えるということがわかりました。
驚きますよね。元来、バンクーバーには日本人が多
く、伝統を受け入れるのも早かったようです。今年
は３月24日から４月20日まで、さまざまなイベントを
通じて桜と日本文化を祝いました。
　花の下で太鼓や舞妓さんの踊り、茶道やいろいろな日
本文化を体験できる催しです。
　カナダで桜が愛されているのを知ってうれしいですが、
なんといっても北海道の遅い桜の開花が待たれますね。自
国にいながら外国文化を経験するのはどんな手段であれ良
いことですが、外国での生の経験に勝るものはありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　

（訳：宮地晶子）

/
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「
宣
伝
の
た
め
の
英
語
」
も
役
立
つ

「
情
報
」
と
な
り
（
中
略
）
、
正
し
く

て
き
れ
い
な
英
語
は
「
か
っ
こ
い
い
」

と
Ｆ
・
シ
ー
ト
ン
准
教
授
は
諭
さ
れ
て

い
る
の
で
為
念
。

　

高
齢
者
が
「
好
齢
者
」…

大
江
正

章‥

（
地
域
の
力…

食
・
農
・
ま
ち
づ

く
り…

岩
波
新
書
）
に
よ
れ
ば
、
「
こ

れ
が
ほ
ん
ま
の
福
祉
で
す
」
で
、
徳
島

県
上
勝
町
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が

「
落
ち
葉
・
葉
っ
ぱ
」
を
集
め
て
年
間

五
〇
〇
万
円
の
売
上
げ
を
続
け
て
い
る

と
い
う
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。

　

「
初
め
は
桃
や
梅
の
小
枝
な
ど
。
そ

れ
か
ら
南
天
。
い
ま
は
青
も
み
じ
。
春

は
桜
、
夏
は
紫
陽
花…

。
ほ
ん
ま
に
、

イ
ヤ
な
こ
と
は
な
い…

。
」
と
語
る
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
正
に
「
好
齢
者
」

と
し
て
笑
顔
で
生
き
て
働
く
と
い
う
大

変
ス
テ
キ
な
ま
ち
づ
く
り
だ
。

　

そ
う
い
え
ば
、
産
業
型
福
祉
は
、
寝

た
切
り
老
人
を
つ
く
ら
ず
、
因
み
に
上

勝
町
で
は
高
レ
ベ
ル
の
要
介
護
認
定
と

無
縁
の
世
界
を
つ
く
り
つ
つ
あ
る
の
で

為
念
。
プ
ラ
イ
ム
タ
ウ
ン
づ
く
り
の
東

川
の
町
の
風
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　　　
（
前
）中
央
分
館
長

　
　
　

尾　

池　

隆　

男

　

同
音
異
義
語
（
発
音
は
同
じ
で
も
、

そ
の
意
味
が
違
う
語
、
同
音
語
）
と
か
、

類
義
語
（
同
じ
言
語
の
中
で
も
発
音
が

違
う
が
、
そ
の
意
味
が
近
い
語
、
類
語
）

と
か
い
う
よ
う
な
「
言
葉
の
う
ま
み
・

お
も
む
き
・
す
ぐ
れ
た
味
わ
い
」
を
五

月
の
鯉
の
風
に
の
せ
て
み
よ
う
。
そ
れ

ぞ
れ
の
願
い
や
思
い
を
共
有
し
た
く

て…

。
な
る
ほ
ど
と
。

　

育
児
は
育
自…

新
聞
「
朝
の
食
卓
」

で
苫
小
牧
在
住
の
吉
川
千
鶴
さ
ん
（
自

営
業
）
が
育
児
は
「
育
自
」
と
。
「
若

い
親
に
と
っ
て
育
児
は
確
か
に
大
変
な

仕
事
だ
。
長
い
年
月
を
掛
け
て
子
供
を

育
て
る
苦
労
は
、
人
と
し
て
自
分
を
育

て
る
努
力
で
も
あ
る
。
」
と
説
か
れ
て

お
ら
れ
る
。

　

そ
う
い
え
ば
、
育
児
は
育
自
と
い
う

用
語
に
は
聞
き
覚
え
が
あ
り
、
目
を
通

し
た
主
張
で
も
あ
る
。
と
い
う
の
も
、

教
え
育
て
る
教
育
は
共
に
育
つ
共
有
で

も
あ
る
か
ら
。
だ
か
ら
こ
そ
吉
川
さ
ん

は
、
「
自
分
を
育
て
る
つ
も
り
で
子
供

を
育
て
て
ほ
し
い
。
子
供
は
産
む
こ
と 言

葉
の
妙
味

町の風

雑
記
抄

か
る
時
が
多
い
し
、
意
味
が
通
じ
た
ら
、

感
謝
の
気
持
ち
に
な
る
」
と
。

　

し
か
し
、
笑
っ
て
し
ま
う
の
は
、
意

図
的
で
は
な
い
二
重
の
意
味
が
生
じ
る

場
合
や
、
訳
が
分
か
ら
な
い
「
宣
伝
の

た
め
の
英
語
」
と
も
。
英
語
表
記
は

「
か
っ
こ
い
い
」
と
思
わ
れ
、
「
主
に

商
品
の
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
に
使
用
さ
れ

て
い
る
」
が
、
英
誤
に
な
っ
て
い
る
場

合
を
指
摘
さ
れ
、
お
か
し
い
英
語
を
見

て
笑
っ
て
し
ま
う
け
れ
ど
、
海

外
の
「
ニ
ホ
ン
誤
」
も
同

じ
で
は
な
い
か
と
説

か
れ
て
お
ら
れ
る
。

　

そ
う
い
え
ば
、

積
ん
読
の
「
娯

用
誤
用
事
典
・

ま
ち
が
い
こ
と
ば

辞
典
・
こ
こ
が
ヘ

ン
だ
よ
日
本
語
」
な

ど
で
は
、
「
御
用
だ
、

御
用
だ
っ
。
」
と
叫
ば
れ

た
り
、
御
用
提
灯
の
夢
を
見
た
り
、

「
御
用
納
め
」
の
雑
誌
や
文
庫
文
が
、

「
御
用
始
め
」
を
促
す
や
も
。

　

因
み
に
、
「
日
本
語
で
ど
づ
ぞ
」

（
中
経
出
版
）
の
副
題
は
「
世
界
で
見

つ
け
た
爆
笑
『
ニ
ホ
ン
』
誤
集
」
「
和

製
英
誤
」
で
、
日
本
語
を
読
め
な
い
外

国
人
に
と
っ
て
は
、
場
合
に
よ
っ
て

　
よ
り
、
育
て
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
か

ら
。
」
と
諭
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

因
み
に
「
育
」
は
子
供
の
逆
さ
の　

の　

と
、
音
を
表
す
月
（
肉
月
）
か
ら

で
き
た
形
声
字
で
あ
り
、
生
ま

れ
た
も
の
は
自
然
に
大
き

く
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、

「
そ
だ
つ
・
そ
だ

て
る
」
意
に
使
わ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
（
山
田
勝

美‥

漢
字
の
語

源‥

角
川
小
辞
典
）

と
あ
り
、
教
え
こ
む
、

躾
る（
育
英
・
教
育
）
も

含
ま
れ
て
い
る
の
で
為
念
。

　

誤
用
と
御
用…

こ
れ
も
新
聞

「
魚
眼
図
」
で
北
大
大
学
院
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
シ
ー
ト
ン
准
教
授
が
「
ニ
ホ
ン
誤
」

と
「
英
誤
」
の
こ
と
を
説
か
れ
て
お
ら

れ
る
。
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う
専
門
の
立
場
か
ら
、
「
和

製
英
語
は
研
究
者
と
し
て
の
最
初
の
テ

ー
マ
で
、
間
違
い
で
あ
っ
て
も
大
変
助
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東神楽町

旭川市
上川町

美瑛町

旭岳温泉

天人峡

東川町役場

0 5km

Ｎ 凡　例

震度５強
（計測震度5.0～5.5）

（計測震度4.5～5.0）

（計測震度4.5未満）

震度５弱

震度４以下

主要道路

市町村界

【耐震化の目標】

①
十
勝
沖
・
釧
路
沖
の
地
震

過
去
の
大
規
模
地
震
で
推
定
し
た

地
震
震
度

（
北
海
道
、
中
央
防
災
会
議
想
定
）

②
富
良
野
断
層
帯
西
部
の
地
震

活
断
層
に
よ
る
地
震
震
度

（
内
閣
府
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
）

③
全
国
ど
こ
で
で
も
起
こ
り
う
る　

　

直
下
型
の
地
震

（
中
央
防
災
会
議
推
定
）

■
東
川
小
学
校
の
建
て
替
え

　

（
少
子
化
施
策
と
の
連
携
）

　

老
朽
化
の
著
し
い
東
川
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
東
川
町
の
将
来
を
担
う
子
育
て
、

少
子
化
対
策
に
合
わ
せ
、
全
町
及
び
市
街

地
部
の
災
害
避
難
拠
点
施
設
と
し
て
、
早

急
の
建
て
替
え
を
図
り
ま
す
。

時
期
【
平
成
20
〜
同
24
年
度
】

■
耐
震
相
談
窓
口
の
設
置

　

（
高
齢
者
施
策
と
の
連
携
）

　

木
造
戸
建
て
住
宅
を
対
象
に
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
、
雪
や
寒
さ
に
強
い
住
宅
、
地
震

に
強
い
住
宅
を
一
体
的
に
推
進
す
る
相
談

窓
口
と
住
民
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、

活
用
を
図
り
ま
す
。

時
期
【
平
成
20
〜
同
29
年
度
】

　

地
域
や
学
校
で
の
定
期
的
な
防
災
訓
練

に
お
い
て
、
地
震
災
害
、
避
難
・
救
急
活

動
の
模
擬
体
験
活
動
の
導
入
を
図
り
ま
す
。

時
期
【
平
成
25
〜
同
29
年
度
】

■
地
震
被
害
に
対
応
し
た
防
災
学
習
の

　

実
施(

地
域
づ
く
り
施
策
と
の
連
携)

重
点
的
に
取
り
組
む
施
策

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を

推
進
す
る
た
め
、
専
門
家
が
扱
う
耐
震
診

断
法
だ
け
で
な
く
、
国
民
が
簡
単
に
扱
え

る
診
断
法
と
し
て
開
発
さ
れ
た
「
誰
で
も

で
き
る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」
を
、
広
報

に
同
封
い
た
し
ま
す
の
で
、
耐
震
性
能
の

理
解
や
耐
震
知
識
の
習
得
の
た
め
の
資
料

と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

M 7.7M 8.3M 6.9

M 4.1M 4.7M 5.6 震　度

地震規模

町
内
で
想
定
さ
れ
る
地
震

木
造
建
築
物

非
木
造
建
築
物

建
築
物
合
計

26５31

５
０
１

全
壊
棟
数

半
壊
棟
数27

５
２
８

【基本理念】 【基本目標】 【基本施策】

地震災害に強い
 住宅、建築物の確保と、
　安全で安心なまちづくり

○ 住宅：90％以上
○ 町の公共施設：90％以上
(多数の者が利用する建築物)

基本目標１

災害避難拠点、特定
建築物の耐震化の推進

基本目標２

地震に強い
住宅、建築物の確保

■基本施策１■

災害避難拠点、特定建築物の耐震化の促進

■基本施策２■

地震に強い住宅、建築物の確保

■基本施策３■

耐震改修、地震防災に対する住民意識の啓発

■基本施策４■

耐震改修に係わる関連技術者の支援

■揺れやすさマップ（富良野断層帯西部／内閣府地震調査研究推進本部）

東
川
町
耐
震
改
修
促
進
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

東
川
町
耐
震
改
修
促
進
計
画
は
、
町
内
に
あ
る
住
宅
、
建
築
物
に
つ
い
て
、
大
規
模
な
地
震
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
と

安
全
な
町
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
（
平
成
20
年
３
月
策
定
）

は
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関

す
る
法
律
（
同
17
年
１
月
改
正
）
に
基

づ
く
町
の
計
画
で
あ
り
、
北
海
道
耐
震

改
修
促
進
計
画
（
同
18
年
12
月
策
定
）

に
即
し
た
計
画
で
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
北
海

道
や
気
象
台
な
ど
の
専
門
機
関
の
地
震

情
報
の
提
供
と
助
言
を
受
け
、
策
定
委

員
会
で
の
審
議
を

経
て
「
東
川
町
耐

震
改
修
促
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
概
要

■
対　

象

　

町
の
行
政
区
域
全
域
の
、
建
築
基
準

法
の
耐
震
基
準
（
昭
和
56
年
６
月
１
日

施
行
）
の
適
用
以
前
に
建
て
ら
れ
た
既

存
の
住
宅
・
建
築
物
が
対
象
で
す
。

■
計
画
の
期
間

　

平
成
20
年
度
〜
同
29
年
度
末
ま
で
の

10
カ
年
で
す
。

想
定
さ
れ
る
地
震
被
害

■
過
去
の
地
震

　

明
治
期
以
降
、
東
川
町
と
そ
の
周
辺

で
震
度
３
以
上
の
地
震
は
17
件
あ
り
ま

し
た
。
中
で
も
震
度
４
以
上
の
大
き
な

地
震
は
、
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
と

１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
の
い
ず
れ
も

十
勝
沖
地
震
で
す
。

■
震
度
５
・
６
が
想
定
さ
れ
ま
す

　

過
去
の
大
規
模
地
震
を
は
じ
め
、
各

種
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
町
全
域
の
震
度

を
推
計
し
ま
し
た
。
役
場
周
辺
で
震
度

５
・
６
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
倒
壊
被
害
想
定
）

■
旧
基
準
で
建
築
さ
れ
た
住
宅
・
建
築

物
が
多
数
あ
り
ま
す

　

昭
和
56
年
以
前
（
建
築
基
準
法
の
耐

震
基
準
の
適
用
以
前
）
に
建
設
さ
れ
た

住
宅
が
約
９
５
０
戸
、
う
ち
８
５
０
戸

が
木
造
戸
建
て
を
主
と
す
る
一
般
住
宅

で
す
。

　

車
庫
、
物
置
を
含
め
た
昭
和
56
年
以

前
の
建
築
物
で
は
、
木
造
建
築
物
が
約

３
千
２
０
０
件
、
非
木
造
建
築
物
で
は

約
７
０
０
件
（
固
定
資
産
税
台
帳
件
数
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
全
建
築
物
の
約
８
％
が
倒
壊
被
害

　

想
定
さ
れ
る
最
大
震
度
の
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
住
宅
、
建
築
物
の
被
害

は
、
全
倒
壊
31
件
、
半
倒
壊
５
２
８
件
、

計
５
５
９
件
と
、
全
建
築
物
の
約
８
％

が
倒
壊
被
害
を
受
け
る
と
推
計
さ
れ
ま

す
。
人
的
被
害
は
、
死
者
１
名
、
負
傷

者
60
名
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

（
避
難
被
害
想
定
）

■
地
震
災
害
に
弱
い
住
民
が
多
数
い
ま

す
　

町
内
に
は
高
齢
単
身
世
帯
（
２
５
２

世
帯
）
、
う
ち
75
歳
以
上
の
単
身
世
帯

（
１
４
４
世
帯
）
、
高
齢
者
夫
婦
世
帯

（
４
２
０
世
帯
）
、
子
ど
も
の
い
る
世

帯
（
３
７
７
世
帯
）
、
妊
娠
中
の
女
性

（
約
40
人
）
、
居
住
し
て
日
の
浅
い
方

（
５
年
以
内
、
約
２
千
人
）
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

(

平
成
17
年
国
勢
調
査
等
か
ら
算
出)

　

大
規
模
地
震
に
そ
う
遇
し
た
時
に
、

避
難
に
困
難
を
き
た
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

特
定
建
築
物

■
特
定
建
築
物
は
16
件

　

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す

る
法
律
で
は
、
多
く
の
方
が
利
用
す
る

施
設
、
危
険
物
の
貯
蔵
を
す
る
施
設
な

ど
「
特
定
建
築
物
」
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
に
あ
る
特
定
建
築
物
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

・
多
く
の
者
が
利
用
す
る
特
定
建
築
物

　

（
１
号
）
は
９
件
で
す
。

・
危
険
物
の
貯
蔵
等
の
用
途
に
供
す
る

　

特
定
建
築
物
（
２
号
）
は
７
件
で
す
。

・
多
数
の
者
の
円
滑
な
避
難
を
困
難
と

　

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
特
定
建
築
物　

　

（
３
号
）
は
、
東
川
町
に
対
象
と
な

　

る
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。

課
題
・
方
針
等

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
課
題
の
整
理
を

行
い
、
基
本
理
念
、
基
本
方
針
、
耐
震

化
の
目
標
を
立
て
ま
し
た
。

■
耐
震
改
修
促
進
の
た
め
の
課
題

①
避
難
施
設
、
危
険
物
貯
蔵
施
設
の
耐

　

震
性
の
確
保
が
必
要
で
す
。

②
家
具
の
転
倒
、
じ
ゅ
う
器
類
等
の
落

　

下
に
伴
う
人
的
被
害
の
抑
制
が
必
要

　

で
す
。

③
総
合
的
な
災
害
対
策
の
一
環
と
し
て

　

の
取
組
が
必
要
で
す
。

④
住
民
、
建
物
所
有
者
の
意
識
啓
発
が

　

必
要
で
す
。

■
基
本
理
念

　

「
地
震
災
害
に
強
い
住
宅
、
建
築
物

の
確
保
と
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
ま
す
。

■
基
本
方
針

○
基
本
目
標
１

　

「
災
害
避
難
拠
点
、
特
定
建
築
物
の

耐
震
化
の
推
進
」
を
図
り
ま
す
。

○
基
本
目
標
２

　

「
地
震
に
強
い
住
宅
、
建
築
物
の
確

保
」
を
図
り
ま
す
。

■
耐
震
化
の
目
標

　

平
成
29
年
度
ま
で
に
、
以
下
の
目
標

を
目
指
し
ま
す
。

・
住
宅
・
・
・
・
・
90
％
以
上

・
町
の
公
共
施
設
・
90
％
以
上

　

（
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
）
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大雪地区広域連合

本年度予算規模は25％減の総額約82億円に

　東川第二小学校長

　　　　寺　口　　　悟

　この度「太陽と森と湖の町」南

富良野町から「写真の町」東川町

に転勤になりました。２年ぶり２

度目の勤務となります。

　過日、本校では８名の新入生を

迎え、全校児童44名の新年度がス

タートしました。元気にあいさつ

を交わし、学習や勤労奉仕活動に

熱心に取り組む二小の子供たちの

姿を見て、すがすがしい気持ちで

勤務させていただいているところ

です。

　前回勤務させていただいたとき

には、地域・保護者の皆さまのご

協力と、教育委員会をはじめ、関

係各機関からの温かいご支援によ

って職務を全うさせていただきま

した。今回の勤務でも、東川町の

子供たちの健やかな成長のため努

力する決意を新たにしているとこ

ろです。皆さまの変わらぬご支援

とご協力をお願い申し上げます。         

　東川中学校長

　　　　鍛  治  川  　明

　４月１日、下川町からほぼ１０

０キロメートルの道のりを南下し

て東川町に居を移し、校訓「開

拓・自立・希望」が校舎前面に掲

げられている東川中学校に着任し

ました。

　校内で顔を合わせるたびに交わ

される元気な挨拶がとてもすがす

がしく、１年生71名、２年生90名、

３年生67名、計２２８名との出会

いを喜んでいるところです。入学

式で体育館いっぱいに響き渡った

２、３年生の合唱は、学校生活の

落ち着きを感じさせ、今後の学校

づくりへの手応えを感じさせてく

れました。

　この春、東中に別れを告げた卒

業生や教職員の皆さんに感謝しつ

つ、教職員一同力を合わせて今後

とも努力したいと思います。ご支

援のほどをよろしくお願いします。

　東川第三小学校長

　　　　吉　田　顕　康

　旭川市立知新小学校より、第三

小学校に着任いたしました。

　平成15年から２年間、第一小学

校でお世話になっており、懐かし

さいっぱいの着任でした。

　水良く、人情厚い地域。教育と

福祉に理解ある町行政。当町で学

校経営にあたらせていただけるこ

とに感謝申し上げます。

　７日、４名の新入生を加え、22

名でスタートした新年度。子ども

たちの笑顔に責任の重さを感じま

した。

　現在、学校は新学習指導要領へ

の移行、教員評価、そして本校は

国際教育推進プラン（文部科学省）

の中核校。課題山積でありますが、

教育の不易の目標をしっかり見据

え、軸足のぶれない取り組みを進

めたいと決意を新たにしています。

　保護者、関係各位の変わらぬご

支援をお願いいたします。

　北海道東川高等学校長

　　　　和　田　一　彦

　この度、「きのこの里」愛別よ

り転任してまいりました。本校と

愛別高校は、ともに永山農業高校

の分校としてスタートしており、

いうなれば兄弟校です。当地は写

真の町としてよく知られており、

写真を愛する全国の高校生あこが

れの写真甲子園の開催地でもあり、

このような文化的事業を持つ東川

での勤務を楽しみにしているとこ

ろです。

　本校は、今年60周年の節目を迎

えます。多くの有為な人材を社会

に送り出してきた伝統校での勤務

です。17代目の校長として、生徒

のため、地域のため、教職員一丸

となって学校運営に務めたいと考

えています。

　現在、11月の記念式典に向けて

その準備を進めているところです

が、今後とも本校に対してのご支

援ご協力をお願いして着任のご挨

拶といたします。

　東川養護学校長

　　　　松　下　高　広

　北海道札幌養護学校もなみ学園

分校からまいりました。教職は今

年で29年目を迎え、東川養護学校

は６校目の学校です。

　着任した４月１日はとても寒い

日でしたが、翌日、町内の関係各

位へご挨拶に伺ったところ、想像

していた以上に多くの方々が本校

をご支援くださっていることが分

かり、東川町の皆さまの温かさに

応えるべく、熱い学校経営をしよ

うと思った次第です。

　地域に根ざし、地域とともに生

きる特別支援学校として、これか

らも学校全体で力を尽くしていく

所存です。学校行事等の際はお気

軽に学校に足をお運びいただき、

また教育相談等、さまざまに学校

を利用していただければ幸いです。

　どうぞよろしくお願いいたしま

す。

就任しました
　４月１日付けの教職員人事異動で、町内の第二小学校、第三小学校、東川中学校、東川高校、東川養護学校にそれぞ

れ新しい校長が着任しました。これから新たなスタッフでお子さんの教育に全力を尽くします。よろしくお願いします。
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大雪地区広域連合からのお知らせ

大
雪
地
区
広
域
連
合

本
年
度
予
算
規
模
は
25
％
減
の
総
額
約
82
億
円
に

大
雪
地
区
広
域
連
合

本
年
度
予
算
規
模
は
25
％
減
の
総
額
約
82
億
円
に

大
雪
地
区
広
域
連
合

本
年
度
予
算
規
模
は
25
％
減
の
総
額
約
82
億
円
に

　

大
雪
地
区
広
域
連
合
の
本
年
度
事
業

は
、
予
算
総
額
82
億
３
４
３
万
円
（
特

別
会
計
繰
出
金
を
除
く
実
質
72
億
４
千

８
５
９
万
円
）
と
な
り
ま
し
た
。
（
表

参
照
）
住
民
福
祉
と
事
務
の
効
率
化
の

２
点
を
基
調
と
し
て
介
護
保
険
、
国
民

健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
後
期
高
齢
者

医
療
の
４
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

３
月
28
日
、
美
瑛
町
消
防
本
部
で
２

０
０
８
（
平
成
20
）
年
第
１
回
広
域
連

合
議
会
が
開
か
れ
、
一
般
会
計
、
４
特

別
会
計
合
わ
せ
て
５
会
計
予
算
が
議
決

に
な
り
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
】

　

議
会
費
、
派
遣
職
員
の
人
件
費
、
一

般
管
理
費
等
の
経
費
、
障
害
程
度
区
分

審
査
会
経
費
、
監
査
委
員
費
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

　

大
き
く
３
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

○
認
定
調
査
等
に
係
る
一
般
管
理
費
等

の
経
費
○
介
護
認
定
審
査
会
に
係
る
経

費
○
保
険
給
付
に
係
る
経
費
―
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
始
ま
り
で
あ
る
要

介
護
認
定
は
、
５
人
体
制
の
４
つ
の
合

議
体
、
20
人
の
審
査
会
委
員
体
制
で
、

毎
週
１
回
の
審
査
会
で
認
定
審
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
ま
で
を
第
１
期
（
３
年
間
）

と
す
る
「
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

（
第
４
段
階
で
あ
る
標
準
的
な
年
額
保

険
料
は
５
万
２
千
円
（
月
額
４
千
３
３

３
円
）
）
の
最
終
年
度
に
あ
た
っ
て
お

り
、
次
期
「
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
今
後

と
も
計
画
的
に
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
転

換
を
図
る
３
年
度
目
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、

地
域
支
援
事
業
の
実
施
等
を
さ
ら
に
推

進
し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

　

３
町
の
被
保
険
者
に
係
る
必
要
な
保

険
給
付
費
を
見
込
ん
で
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
医
療
費
適
正
化
特
別
対
策

事
業
や
収
納
率
向
上
対
策
特
別
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
特
定
健
康
診

査
お
よ
び
特
定
保
健
指
導
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
そ
の
実
施
方
法
、
実
施
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

【
老
人
保
健
特
別
会
計
】

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
と
同
様
に
、

３
町
の
被
保
険
者
に
係
る
必
要
な
保
険

給
付
費
を
見
込
ん
で
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

老
人
保
健
制
度
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
行
す
る
た
め
、
１
カ
月
分

の
保
険
給
付
費
と
そ
の
他
の
所
用
経
費

見
込
み
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
に
変
わ

っ
て
４
月
か
ら
新
た
な
医
療
保
険
制
度

と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

主
な
運
営
は
北
海
道
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
行
い
ま
す
。
申
請
や
被

保
険
者
証
の
交
付
、
保
険
料
の
徴
収
事

務
は
大
雪
地
区
広
域
連
合
で
行
い
ま
す
。

　

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
制

度
の
円
滑
な
実
施
、
運
営
を
進
め
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
82－

２
１
１
１

（
内
線
５
６
１
）
大
雪
地
区
広
域
連
合

事
務
局
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

金額
（万円）

前年比
（％）

うち東川町負担額
（万円）

一般会計

特
別
会
計

介護保険

後期高齢者医療

老人保健

国民健康保険

104,123

820,343

62,465

47,501

376,073

230,181

106.4

75.4

―

12.5

96.0

105.5

2,987

27,978

9,268

889

5,071

9,763

合　　計
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■東川町役場　　　　
■改善センター（公民館）
■文化交流館
■文化ギャラリー
■B&G海洋センター
■町立診療所
■大雪消防組合東消防署
■道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
83－0119
68－4777

くらし
・

ネットワーク

｝
｝

わたなべ　  り  く

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

日 時

会 場

対 象 者

接種間隔

5月13日（火）～16日（金）
午後１時～同５時

町立診療所

生後３カ月～90カ月まで
の乳幼児

三種混合⇒６日以上あける

麻しん・風しん混合
ＢＣＧ、ポリオ
　　　　　　　⇒27日以上あける

戸
籍
の
窓
口
で
届
出
本
人
確
認
が
厳
格
に
な
り
ま
す

戸
籍
の
窓
口
で
届
出
本
人
確
認
が
厳
格
に
な
り
ま
す

世
帯
と
し
て
住
民
登
録
し
て
い
る
場
合

は
（
ウ
）
に
該
当
し
ま
す
。
※
D
V
等

に
よ
る
請
求
は
同
一
世
帯
で
も
交
付
不

可
）

（
イ
）
国
、
地
方
公
共
団
体
機
関
か
ら

の
請
求

（
ウ
）
（
ア
）
（
イ
）
以
外
で
、
正
当

な
理
由
が
あ
る
人
か
ら
の
請
求

　

③
明
示
す
る
事
項
、
提
示
ま
た
は
提

出
す
る
書
類
が
具
体
的
に
な
り
ま
し
た
。

前
項
（
ウ
）
の
う
ち
、
法
定
代
理
人
は

戸
籍
謄
本
等
、
任
意
代
理
人
は
委
任
状
、

そ
れ
以
外
の
場
合
は
請
求
事
由
が
明
示

で
き
る
書
類
の
提
示
ま
た
は
提
出
が
必

要
で
す
。

　

請
求
に
は
結
婚
な
ど
の
届
出
戸
籍
証

明
書
の
取
得
時
同
様
、
必
ず
本
人
確
認

を
し
ま
す
。
本
人
確
認
で
き
な
い
場
合

は
証
明
書
が
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

④
転
入
届
、
転
出
届
な
ど
の
住
民
異

動
届
は
、
届
出
人
ま
た
は
代
理
人
に
対

し
て
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。
本
人
確

認
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
ご
本
人
に
対
し
て
通
知
し
ま

す
。

　

な
お
、
不
正
な
手
段
で
他
人
の
戸
籍

の
証
明
書
や
住
民
票
を
取
得
し
た
者
に

対
し
て
は
、
30
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
福
祉
課
住
民

室
☎
82
|
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）
、

戸
籍
に
関
す
る
こ
と
は
旭
川
地
方
法
務

局
戸
籍
課
☎
53
|
３
１
７
４

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
他
人
の
戸
籍
の
証
明
書
を
取
得

す
る
に
は
、
自
分
の
権
利
の
行
使
や
義

務
の
履
行
の
た
め
に
必
要
な
場
合
、
国
、

地
方
公
共
団
体
の
手
続
き
の
た
め
に
必

要
な
場
合
な
ど
、
正
当
な
理
由
が
あ
る

場
合
に
限
ら
れ
、
そ
の
理
由
を
請
求
書

に
詳
し
く
記
載
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

請
求
の
際
は
必
ず
本
人
確
認
を
行
い

ま
す
。
結
婚
な
ど
の
届
出
の
際
の
本
人

確
認
と
同
様
、
運
転
免
許
証
、
写
真
付

き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
提
示

を
受
け
る
方
法
に
よ
っ
て
行
い
ま
す

（
代
理
人
や
使
者
が
請
求
す
る
場
合
は
、

代
理
権
限
等
の
確
認
も
行
い
ま
す
）
。

〘
住
民
票
、
戸
籍
の
附
票
の
請
求
で
本

人
確
認
が
厳
し
く
な
り
ま
す
〙

　

本
人
に
〝
な
り
す
ま
し
〞
を
防
止
す

る
た
め
、
住
民
票
や
戸
籍
の
附
票
の
交

付
の
請
求
、
転
出
入
の
際
の
本
人
確
認

が
厳
格
に
な
り
ま
し
た
。

　

①
住
民
票
の
ご
本
人
ま
た
は
委
任
を

さ
れ
て
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
、

本
人
確
認
書
類
を
ご
提
示
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
本
人
確
認
が
で
き
な
い
場
合

は
証
明
書
を
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

②
住
民
票
を
請
求
で
き
る
場
合
が
制

限
さ
れ
ま
し
た
。

（
ア
）
本
人
又
は
同
一
世
帯
の
人
か
ら

の
請
求
（
同
じ
家
に
住
ん
で
い
て
も
別

　

５
月
１
日
か
ら
戸
籍
や
住
民
票
の
届

出
、
交
付
請
求
す
る
時
の
窓
口
で
の
本

人
確
認
が
厳
格
に
な
り
ま
し
た
。

　

他
人
が
勝
手
に
嘘
の
届
出
を
し
て
、

戸
籍
や
住
民
票
に
真
実
で
な
い
記
載
を

さ
れ
た
り
、
不
正
に
他
人
の
戸
籍
や
住

民
票
の
証
明
書
を
取
得
す
る
事
件
が
起

き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
個
人
情
報

が
他
人
に
不
正
に
取
得
、
利
用
さ
れ
な

い
よ
う
に
証
明
書
を
取
得
す
る
要
件
や

手
続
き
な
ど
を
厳
し
く
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
届
出
の
際
の
本
人
確
認
が

法
律
上
の
ル
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。

〘
結
婚
、
養
子
縁
組
な
ど
の
届
出
時
に

本
人
確
認
を
し
ま
す
〙

　

結
婚
、
離
婚
、
養
子
縁
組
、
養
子
離

縁
、
認
知
の
届
出
に
つ
い
て
、
必
ず
窓

口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
を
行
い

ま
す
。
届
出
の
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
確
認
で

き
な
か
っ
た
ご
本
人
に
対
し
て
届
出
が

受
理
さ
れ
た
こ
と
を
通
知
し
ま
す
。

　

本
人
確
認
は
、
窓
口
に
来
ら
れ
た
方

の
運
転
免
許
証
、
写
真
付
き
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
な
ど
を
ご
提
示
い
た
だ
き

ま
す
。

〘
戸
籍
証
明
書
を
取
得
す
る
要
件
や
手

続
き
が
厳
し
く
な
り
ま
す
〙

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
本
人
、
配

偶
者
、
直
系
卑
属
、
直
系
尊
属
に
な
る

方
が
請
求
す
る
際
は
、
本
人
確
認
を
行

い
ま
す
。
確
認
で
き
な
い
と
き
は
交
付

5月の行事
みちくさドライブラリー（町内一円、終日）

北海道神宮神饌田お田植え祭（午後１時、三田
さんほ場（東２号））

東川町商工会総会（午後４時、道草館２階）

君の椅子2008年モデル発表会（午後２時、役場
３階大会議室）

くらし楽しくフェスティバル（午前9時半～キトウシ
森林公園）

東川町森林組合総会（午後１時半、役場３階大
会議室）

ひがしかわ東京会総会（東京都内）

3～5日

　8日

15日

19日

24～25日
　

30日

31日

　
　

　

　

（前月比▲
（前月比▲
（前月比▲
（前月比▲

　
　

　
　
　　

7,727人
3,685人
4,042人
3,108戸
3人
9人
58人
67人

　
　

　　

　

15人）
6人）
9人）
16戸）

お 誕 生
生まれた子

渡辺　琳久

おくやみ
亡き人
鈴木　德　
　原　壽子
岩根　久次
岩下　健次
阿部　　武

ご結婚
川合　博之
吉田　典子
高橋　　栄
西澤　知美

人口・世帯数　3月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
行政区

北町3丁目
　

行政区
西区
南町1丁目
17区西町
34区
17区

行政区

32区

17区

　
母

祐子

　
　

　

届出人
鈴木　久栄
藤原　克己
岩根けい子
岩下　光子
阿部スヱ子

人のうごき
（3月16日～4月15日、敬称略）

　
　

　
　　

歳
85歳
76歳
64歳
59歳
68歳

〈
例
〉
付
加
保
険
料
10
年
間
納
付
の
場

合◇
付
加
保
険
料
（
納
付
総
額
）

４
０
０
円
×
12
月
×
10
年
＝
４
万
８
千

円◇
付
加
年
金
額
（
65
歳
受
給
時
）

２
０
０
円
×
12
月
×
10
年
＝
２
万
４
千

円
（
年
額
）

　

２
年
間
受
給
す
る
と
収
め
た
保
険
料

総
額
と
同
額
に
な
り
ま
す
。
こ
の
年
金

額
が
終
身
定
額
で
支
給
さ
れ
ま
す
（
※

保
険
料
納
付
免
除
・
猶
予
を
受
け
て
い

る
方
、
国
民
年
金
基
金
加
入
者
は
加
入

で
き
ま
せ
ん
）
。

▼
任
意
加
入

　

①
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
間
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
っ

て
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に

満
た
な
い
場
合
、
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
、
満
額
の
年
金
受
給
額
に
近
づ
け

　　

９
時
〜
午
後
５
時
半

申
し
込
み
期
限　

５
月
20
日
（
火
）

競
売
日
時　

５
月
30
日
（
金
）
午
前
10

　

時
競
売
会
場　

役
場
第
３
会
議
室

お
問
い
合
わ
せ　

都
市
建
設
課
公
共
施

　

設
管
理
室
☎
82
|
２
１
１
１
（
内
線

　

２
３
７
）

 

住
民
福
祉
課
か
ら

「
付
加
年
金
」
「
任
意
加
入
」
で
受

け
取
る
年
金
額
が
増
え
ま
す

▼
付
加
年
金

　

第
１
号
被
保
険
者
、
任
意
加
入
被
保

険
者
が
、
定
額
保
険
料
（
月
額
１
万
４

千
４
１
０
円
）
の
ほ
か
、
付
加
保
険
料

（
同
４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、
納
め

た
月
数
に
応
じ
て
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
が
上
乗
せ
支
給
に
な
り
ま
す
。

公
用
車
の
払
い
下
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
市
建
設
課

　

町
の
公
用
車
を
競
売
方
式
で
払
い
下

げ
ま
す
。

売
り
払
い
物
件　

軽
貨
物
自
動
車
（
平

　

成
10
年
式
ダ
イ
ハ
ツ
・
バ
ン
Ｈ
Ｉ
Ｊ

　

Ｃ
Ｔ
、
排
気
量
６
６
０
ｃ
ｃ
）
１
台

　

（
走
行
距
離
３
万
76
㌔
㍍
）
＝
写
真

　

＝
。
車
検
期
限
平
成
20
年
４
月
27
日
。

　

輸
送
費
は
購
入
者
の
自
己
負
担
。

車
両
公
開
日　

５
月
９
日
（
金
）
午
前

　
父

主税

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
※
老
齢
基
礎
年

金
の
繰
り
上
げ
請
求
者
、
厚
生
年
金
・

共
済
年
金
の
被
保
険
者
は
、
任
意
加
入

で
き
ま
せ
ん
）
。

　

②
65
歳
ま
で
任
意
加
入
し
て
も
受
給

資
格
期
間
の
３
０
０
月
（
25
年
間
分
）

に
満
た
な
い
場
合
、
70
歳
ま
で
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
※
１
９
６

５
（
昭
和
40
）
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
に
限
り
ま
す
）
。

　

平
成
20
年
４
月
以
降
に
任
意
加
入
さ

れ
た
方
は
、
保
険
料
の
納
付
方
法
は
原

則
口
座
振
り
替
え
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
旭
川
社
会
保
険

事
務
所
☎
27
|
１
６
１
１
、
住
民
福
祉

課
住
民
室
☎
82
|
２
１
１
１
（
内
線
１

２
３
）

ポ
リ
オ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

乳
幼
児
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種
を
下
記

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
予
診
票
は
町
立
診
療
所
に
あ
り
ま
す

○
母
子
手
帳
と
住
所
の
確
認
が
で
き
る

　

も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
健
康
保

　

険
証
・
乳
幼
児
医
療
受
給
者
証
な
ど
）

○
お
子
さ
ん
の
体
調
の
良
い
時
に
受
け

　

ま
し
ょ
う

○
お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
福
祉
課
保
健

　

指
導
室
☎
82
|
２
１
１
１
（
内
線
）

　

５
０
５

妊
婦
一
般
健
康
診
査
へ
の
町
助
成
が

充
実
し
ま
し
た

　

４
月
１
日
以
降
に
母
子
手
帳
の
交
付

を
受
け
た
方
か
ら
、
妊
娠
中
の
健
診
に

必
要
な
費
用
の
一
部
助
成
内
容
が
充
実

し
ま
し
た
。
手
続
き
に
は
印
鑑
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
住
民
福
祉
課
保
健
指

導
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
82
|
２
１
１
１
（
内
線
５
０
５
）

▼
旧　

○
妊
婦
受
診
票
２
回
（
前
期
１

　

回
、
後
期
１
回
）

　

○
超
音
波
受
診
票
（
35
歳
以
上
の
妊

　

婦
に
対
し
１
回
）

▼
新　

○
妊
婦
受
診
票
５
回
（
そ
れ
ぞ

　

れ
利
用
期
間
の
設
定
が
あ
り
ま
す
）

　

○
超
音
波
受
診
票
（
全
妊
婦
に
対
し

　

１
回
）

 

食
事
か
ら
健
康
「
栄
養
教
室
」

　

生
活
習
慣
病
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
不
適
切
な
食
事
の
摂
取
、
運
動
不

足
が
原
因
で
す
。
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
た
め
、
食
事
か
ら
健
康
に
な
り

ま
し
ょ
う
。
身
近
な
食
材
を
上
手
に
使

っ
た
健
康
メ
ニ
ュ
ー
を
伝
授
し
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
・
味
付
け
な
ど
を
覚
え
て

食
生
活
の
見
直
し
と
健
康
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
（
希
望
す
る
方
は
食
生
活
改

善
推
進
員
と
な
る
単
位
を
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
）
。

対
象　

町
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

日
時　

５
月
16
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ
ま
で

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

講
話
「
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
、
パ

　

ー
ト
２
」
、
調
理
実
習
・
試
食
（
希

　

望
者
に
は
体
脂
肪
測
定
）

持
ち
物　

筆
記
道
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三

　

角
巾
（
食
材
料
費
の
一
部
と
し
て
１

　

０
０
円
を
自
己
負
担
い
た
だ
き
ま
す
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

住
民
福

　

祉
課
保
健
指
導
室
☎
82
|
２
１
１
１

（
内　

線
５
０
４
）

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

い
ず
れ
の
講
座
も
申
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
は
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
82
|
５
１
０
０
ま
で
。

「
よ
ち
よ
ち
教
室
」

　

零
歳
児
対
象
の
親
子
遊
び
の
教
室
で

す
。
乳
児
の
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
遊

べ
る
場
所
を
お
探
し
の
皆
さ
ん
、
親
子

で
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
お
友
達
を
つ

く
り
ま
せ
ん
か
？

　

お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん
も
一
緒

に
ど
う
ぞ
。

対
象　

零
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ

　

ん
日
時　

５
月
23
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
、

　

お
も
ち
ゃ
づ
く
り
。
伊
藤
副
園
長
を

　

囲
ん
で
「
食
と
生
活
リ
ズ
ム
」
の
交

　

流
会
も
予
定
。

場
所　

幼
児
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
支
援

　

セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ル
ー
ム

参
加
人
数　

10
組
程
度
（
予
約
が
必
要
） 

戸
籍
の
窓
口
で
届
出
本
人
確
認
が
厳
格
に
な
り
ま
す

19 18Higashikawa  2008 May Higashikawa  2008 May



く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

対象者
の概要

対象農地あり

対象農地なし

団地数

交付金額

団地数

交付金額

団地数

交付金額

農業者

生産組織

その他

合計

緩傾斜農用地面積

急傾斜農用地面積

協定面積

管理運営費

個人配分額

共同取組活動費

455人
98 〃

357〃
1法人
1団体
457人

4,314,103㎡
202団地

34,512,824円
121,377㎡

6団地
2,548,917円
4,435,480㎡

208団地
37,061,741円

3,143千円
14,657〃
20,568〃

項　　　目

対象行為
および事業
実施の概要

対象農用地
および交付
額の概要

「
子
育
て
講
座
」

 
　

今
回
は
、
毎
年
好
評
な
「
陶
芸
教

室
」
で
す
。
お
子
さ
ん
育
児
か
ら
ち
ょ

っ
と
離
れ
て
お
母
さ
ん
の
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
？

対
象　

家
庭
に
い
る
親
子
な
ら
ど
な
た

　

で
も

日
時　

５
月
16
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー    

講
師　

理
創
夢
工
房
・
滝
本
宣
博
さ
ん

　

ご
夫
婦

材
料
費　

千
２
０
０
円

参
加
人
数　

10
〜
15
組
程
度
（
５
月
１

　

日
か
ら
予
約
受
け
付
け
、
先
着
順
。

　

当
日
は
託
児
も
で
き
ま
す
）

 

「
一
緒
に
考
え
よ
う
」

　

子
ど
も
の
成
長
に
は
個
人
差
が
あ
り

ま
す
。
あ
せ
ら
ず
ゆ
っ
く
り
子
育
て
し

ま
し
ょ
う
。
今
回
は
「
生
活
リ
ズ
ム
」

に
つ
い
て
み
な
さ
ん
で
交
流
し
ま
す
。

対
象　

１
歳
児
以
上
の
お
子
さ
ん
と
お

　

母
さ
ん

日
時　

５
月
９
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

内
容　

体
操
、
親
子
遊
び
、
「
生
活
リ

　

ズ
ム
」
に
つ
い
て
の
交
流
会

場
所　

幼
児
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
支
援

　

セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ル
ー
ム

参
加
人
数　

10
組
程
度
（
予
約
が
必
要
） 

明きょ排水整備事業

課
農
林
振
興
室
）
が
中
心
と
な
っ
て
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
は
、
現
在
17
年
度
か
ら
5
年
間

の
予
定
で
再
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

（平成19年度）
東川町中山間制度推進協議会（全町集落）の事業概要 中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
制
度
交

付
金
事
業
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

 

産
業
振
興
課
農
林
振
興
室

　

中
山
間
地
域
の
農
業
生
産
機
能
の
低

下
が
不
安
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
傾
斜
地

が
多
い
た
め
、
平
坦
な
地
域
に
比
べ
て

農
作
物
の
生
産
条
件
が
不
利
で
あ
る
こ

と
が
重
な
り
、
高
齢
化
、
農
業
担
い
手

の
減
少
と
併
せ
て
、
耕
作
放
棄
地
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
国
は
、
平
成
12
年
度
か
ら

平
地
と
中
山
間
農
地
の
生
産
条
件
格
差

を
埋
め
、
農
業
生
産
を
維
持
す
る
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
農
業
者
に
直
接
交
付

金
を
支
払
う
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
交
付
金
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
東
川
町
中
山
間
制
度
推

進
協
議
会
（
事
務
局
・
役
場
産
業
振
興

の
概
要
と
平
成
19
年
度
の
成
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
同
事
務
局
の

産
業
振
興
課
農
林
振
興
室
（
☎
82
|
２

１
１
１
（
内
線
１
３
４
）
）
ま
で
。

▼
対
象
地
域

　

地
域
振
興
５
法
地
域
で
す
。
本
町
は

該
当
し
ま
せ
ん
が
、
農
林
統
計
上
の
中

山
間
地
域
で
あ
る
た
め
、
特
認
地
域
と

し
て
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者
お
よ
び
集
落
の
概
要

　

集
落
協
定
に
基
づ
き
、
５
年
以
上
継

続
し
て
農
業
生
産
活
動
を
行
う
農
業
者

等
で
す
。
本
町
で
は
、
全
町
を
１
つ
の

集
落
と
し
て
集
落
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
す
。

▼
対
象
農
用
地
お
よ
び
交
付
額

　

１
０
０
分
の
１
以
上
の
傾
斜
お
よ
び

１
㌶
以
上
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
面
積

（
団
地
）
を
有
し
、
か
つ
耕
作
者
等
の

同
意
を
得
て
い
る
農
用
地
で
す
。
10
㌃

当
た
り
交
付
単
価
は
１
０
０
分
の
１
以

上
の
緩
傾
斜
農
用
地
（
田
）
は
８
千
円
、

20
分
の
１
以
上
の
急
傾
斜
農
用
地
は
２

万
１
千
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
行
為
、
事
業
実
施
内
容

　

協
定
に
よ
る
共
同
取
り
組
み
活
動
を

通
じ
て
、
耕
作
放
棄
地
を
防
止
す
る
観

点
か
ら
管
理
運
営
費
を
除
く
交
付
金
の

全
額
を
共
同
取
り
組
み
活
動
費
お
よ
び

個
人
配
分
に
当
て
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
は
毎
年
集
落
で

検
討
し
、
交
付
金
の
使
い
道
も
協
定
参

加
者
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す（
別
表
）。

▼
事
業
費
の
負
担
割
合

　

地
域
振
興
５
法
の
指
定
地
域
は
、
国

２
分
の
１
、
道
と
町
が
そ
れ
ぞ
れ
４
分

の
１
で
す
。
本
町
は
特
認
地
域
に
な
っ

て
お
り
、
国
、
道
、
町
が
各
３
分
の
１

ず
つ
負
担
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
開
設
し
て
い

ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
川
保
健
所

　

心
の
健
康
に
関
す
る
困
り
ご
と
、
ご

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
精
神
保

健
相
談
は
、
精
神
科
医
師
が
直
接
担
当

し
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
は
、
保

健
師
が
電
話
と
面
接
で
ご
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
子
ど
も
・
保
健

推
進
課
精
神
保
健
福
祉
係
☎
46
|
５
９

９
２

〈
精
神
保
健
相
談
〉

日
時　

毎
月
第
二
水
曜
日
午
後
1
時
半

　

〜
同
４
時
（
来
年
２
月
は
第
三
水
曜

　

日
）

場
所　

上
川
保
健
所
（
旭
川
市
永
山
６

　

条
19
丁
目
、
上
川
合
同
庁
舎
内
）

費
用　

無
料
（
開
設
日
の
２
日
前
ま
で

　

に
事
前
予
約
が
必
要
）

〈
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
〉

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
平
日
午

前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時

（4月21日現在）
本年度事業として今後発注を予定している事業費規模250万円以上の建設工事です。

●平成20年度　建設工事発注の予定

平成20年度　公共工事発注見通し一覧表

入札及び
契約方法予定工期予定

入札月概　要場　所工　事　名種別

建築

土木

建築

〃

〃

土木

建築

土木

建築

〃

〃

〃

〃

土木

建築

土木

〃

建築

土木

〃

〃

建築

〃

土木

〃

まちづくり交付金地域創造支援事業賃
貸事務所建設工事
グリーンヴィレッジ宅地及び遊歩道造
成工事

公営住宅北団地Ａ５棟外壁改修工事

公営住宅北団地Ａ２住棟・物置屋根塗
装工事
役場庁舎トイレ改修及び第三会議室床
及びエアコン設置工事

水交流施設整備工事

公営住宅西町団地アヴニール外壁改修
工事

西3号南3丁目道路歩道新設工事

役場庁舎正面玄関キャノピー・外部床
改修工事

物品庫外壁等改修工事

町営住宅等外観改修工事

文化ギャラリー空調器取替工事

東町会館外部改修工事

天人峡道路天津橋上部工作成工事

第三小学校体育館屋根等塗装 医師住宅
外壁塗装工事

大雪遊水公園整備工事

天人峡道路天津橋架替工事

西部コミニュティーセンター増築工事

東町４丁目公園整備工事

道道旭岳温泉線歩道景観施設整備工事

道道旭岳温泉線歩道照明灯設置工事

公営住宅清流団地解体工事

第一小学校屋外遊具設置工事

西川南団地公園整備工事

グリーンヴィレッジ及び遊歩道緑化工
事

西町2丁目

南町3・4丁目

北町3丁目

北町3丁目

東町1丁目

西2号北18番地

西町1丁目

南町3丁目

東町1丁目

東町1丁目

東町1丁目

東町1丁目

天人峡温泉

東8号北4番地

天人峡温泉

西町8丁目

東町４丁目

北町2丁目

北町2丁目

西町3丁目

西10号北24番地

西町8丁目

南町3・4丁目

北町1丁目、東
町2丁目、東8号

東8号北1番地、
東町１丁目

木造平屋

　

歩道新設Ｌ＝54ｍ

外部塗装

外部塗装

空調設備改修一式

屋根トタン張り替え、外部塗装

上部工製作　一式

園路、景観施設整備

下部工3基　護岸工　仮設工

木造平屋

歩道ブロック舗装　Ｌ＝86ｍ

照明灯　6本

ＣＢ造２Ｆ・3棟12戸除却

遊具一式

遊具設置

樹木植栽

宅地造成Ａ＝1.46ha 
園路整備Ｌ＝392ｍ
外壁パネル469㎡・シーリング
改修等
住棟屋根517㎡・物置
屋根50㎡　塗装

農業振興ｾﾝﾀｰ前舗装A=1,376㎡
井戸（ガチャポン）一式

トイレ洗浄便座３ヵ所・会議室
床張替一式

パネル後張工法262㎡・シーリ
ング修繕等

S造キャノピー改修、野外レン
ガタイル補修

医師　外部塗装
三小　屋根塗装

土工・フェンス工・植樹工・
道路設置

4月

〃

5月

〃

〃

〃

6月

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

7月

〃

〃

〃

8月

〃

〃

9月

〃

〃

指名競争入札

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

4月下旬～8月下旬

4月下旬～7月下旬

5月下旬～6月下旬

5月上旬～6月中旬

5月下旬～6月下旬

6月上旬～8月下旬

6月下旬～7月下旬

6月下旬～8月中旬

6月上旬～10月上旬

〃

〃

6月上旬～10月上旬

6月下旬～10月上旬

6月下旬～2月下旬

6月上旬～10月下旬

7月下旬～11月中旬

7月下旬～3月下旬

7月中旬～9月下旬

7月下旬～10月下旬

8月下旬～11月中旬

〃

9月上旬～10月上旬

9月下旬～11月下旬

〃

9月下旬～11月中旬

区分 請負業者 請負価格
（税込、円）

入札

入札

入札

契約方法

業務

業務

工事

　役場で発注する工事の入札および工事・業務発注結果をお知らせします。
今回は3月13、28の両日に実施した結果です。
お問い合わせは公共施設管理室☎82－2111（内線237）まで

工　事　名入札日

入札及び工事・業務発注結果のお知らせ　都市建設課

3月13日

〃

28日

地域優良賃貸住宅西町5丁目団地建設工事

地域優良賃貸住宅西町2丁目団地建設工事

旧大雪消防組合東川支署改修工事

㈲門間建設

㈱小岩組

松井組工建㈱

47,775,000

28,875,000

4,620,000

21 20Higashikawa  2008 May Higashikawa  2008 May



く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

労
働
保
険
の
年
度
更
新
月
間
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

旭
川
労
働
基
準
監
督
署

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
の
年

度
更
新
申
告
、
納
付
手
続
き
は
5
月
20

日
（
火
）
が
期
限
で
す
。

　

労
働
保
険
は
労
災
補
償
、
失
業
給
付

に
関
係
す
る
重
要
な
手
続
き
で
す
。
お

近
く
の
金
融
機
関
、
銀
行
、
郵
便
局
ま

た
は
労
働
基
準
監
督
署
に
申
告
、
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
労
働
基
準
監

督
署
労
災
課
適
用
徴
収
係
（
旭
川
市
大

町
3
条
４
丁
目
）
☎
51
|
６
１
０
１

　

５
月
１
日
生
ま
れ
の
者

採
用
予
定
数　

全
区
分
で
１
５
０
人
程
度

採
用
予
定
日　

お
お
む
ね
２
０
０
９

　

（
平
成
21
）
年
４
月
１
日

試
験
日　

▼
日
程
Ａ　

第
１
ス
テ
ー
ジ

　

９
月
７
日
（
日
）
（
結
果
発
表
10
月

　

29
日
）
▼
日
程
Ｂ　

第
1
ス
テ
ー
ジ

　

同
（
結
果
発
表
10
月
９
日
）
（
※
第

　

1
ス
テ
ー
ジ
の
試
験
問
題
は
、
高
校

　

卒
業
程
度
の
レ
ベ
ル
の
問
題
が
出
題

　

さ
れ
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ　

人
事
院
北
海
道
事
務

　

局
第
二
課
試
験
係
☎
０
１
１
|
２
４

　

１
|
１
２
４
８

調
理
師
試
験
を
実
施
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
川
保
健
所

受
験
資
格　

今
年
５
月
30
日
ま
で
に
２

　

年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
方

願
書
受
け
付
け　

上
川
保
健
所
（
上
川

　

保
健
福
祉
事
務
所
保
健
福
祉
部
）
健

　

康
推
進
課
健
康
増
進
係
（
旭
川
市
永

　

山
６
条
19
丁
目
、
上
川
合
同
庁
舎
内
）

受
付
期
間　

５
月
12
日
（
月
）
〜
同
月

　

30
日
（
金
）
（
郵
送
の
場
合
は
５
月

　

30
日
の
消
印
有
効
。
た
だ
し
書
類
に

　

不
備
が
あ
る
場
合
は
受
験
で
き
ま
せ

　

ん
）　

試
験
日
時　

９
月
２
日
午
後
１
時
半
〜

　

同
４
時

受
験
手
数
料　

６
千
７
０
０
円
（
北
海

　

道
収
入
印
紙
を
受
験
願
書
に
添
付
）

そ
の
他　

願
書
は
保
健
所
、
調
理
師
会

　

に
備
え
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

　

は
同
保
健
福
祉
部
健
康
推
進
課
健
康

　

増
進
係
☎
46
|
５
９
８
８
ま
で

国
家
公
務
員
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
を

実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
事
院
北
海
道
事
務
局

　

人
事
院
で
は
本
年
度
の
国
家
公
務
員

中
途
採
用
者
選
考
試
験
を
次
の
容
量
で

実
施
し
ま
す
。

試
験
区
分　

▼
日
程
Ａ　

①
行
政
事
務 

　

②
税
務
③
機
械
④
土
木
⑤
林
業
▼
日

　

程
Ｂ　

⑥
皇
宮
護
衛
官
⑦
刑
務
官
⑧

　

入
国
警
備
官

受
験
資
格　

１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年

　

４
月
２
日
〜
１
９
７
９
（
同
54
）
年

自
衛
隊
員
の
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
総
務
課

　

７
月
採
用
自
衛
官
（
海
、
空
）
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成

　

20
年
７
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳

　

未
満
の
男
子

試
験
日  

筆
記
試
験
（
６
月
１
、
２
日

　

の
い
ず
れ
か
１
日
）　

試
験
会
場  

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

締
め
切
り  

５
月
26
日
（
月
）

お
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協

　

力
本
部
南
地
区
隊
☎
22
|
０
６
４
８
、

　

企
画
総
務
課
総
務
室
☎
82
|
２
１
１

　

１
（
内
線
２
２
２
）
、
募
集
相
談
員

　

の
小
野
利
昌
さ
ん
☎
82
|
３
７
３
７

　

（
西
7
号
北
25
番
地
）

６
月
は
外
国
人
労
働
者
問
題
の
啓
発

月
間
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
労
働
局

　

就
労
を
目
的
と
し
て
わ
が
国
に
入
国
、

在
留
す
る
外
国
人
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
日
本
語
に
習
熟
し
て
い
な
い
、

労
働
慣
行
を
知
ら
な
い
な
ど
が
一
つ
の

要
因
と
な
っ
て
、
適
正
な
雇
用
環
境
、

労
働
条
件
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

国
は
昨
年
10
月
1
日
か
ら
改
正
雇
用

対
策
法
を
施
行
し
ま
し
た
。
外
国
人
を

雇
用
す
る
す
べ
て
の
事
業
主
の
方
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
届
け
出
の
義
務
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
雇
用
管
理
の
改
善

等
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
北
海
道
労
働
局
職

業
安
定
部
職
業
対
策
課
☎
０
１
１
|
７

０
９
|
２
３
１
１
（
内
線
３
６
８
３
）

ま
た
は
各
地
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
。

国
立
公
園
の
自
然
を
守
る
パ
ー
ク
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
　
　
　
　

環
境
庁
北
海
道
地
方
環
境
事
務
所

　

大
雪
山
国
立
公
園
内
で
環
境
保
護
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
く
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

定
員
は
35
人
程
度
。
期
間
は
２
年
ご

と
の
更
新
。
期
間
中
、
無
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
大
雪
山
国
立
公
園
内
で
登

山
道
の
維
持
、
補
修
、
清
掃
、
生
態
系

調
査
活
動
な
ど
を
お
手
伝
い
い
た
だ
き

ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
東
川
自
然
保
護

官
事
務
所
☎
82
|
２
５
２
７
（
担
当
、

田
畑
）
ま
で
。

団
員
異
動

　
　
　
　
　
　
　

 

大
雪
消
防
組
合
東
川
消
防
団

【
３
月
31
日
付
】

▼
退
団
者

　

堀
部
國
正
（
団
長
）

　

齋
藤
和
博
（
第
５
分
団
長
）

【
４
月
１
日
付
】

▼
昇
格
者

　

金
盛
勇
松
（
団
長
）

　

成
田　

隆
（
副
団
長
）

　

向　

政
博
（
第
１
分
団
長
）

　

石
山　

修
（
第
５
分
団
同
）

　

能
沢
勇
人
（
第
１
分
団
副
分
団
長
）

　

秋
山
泰
彦
（
第
５
分
団
同
）

　

髙
島
郁
宏
（
第
１
分
団
部
長
）

　

河
治　

均
（
第
５
分
団
同
）

　

平
川
和
彦
（
第
１
分
団
班
長
）

　

津
谷
俊
弘
（
第
５
分
団
同
）

▼
入
団
者

　

藤
川
晴
貴
（
第
４
分
団
員
）

　

堀
部
祥
広
（
第
５
分
団
員
）

第
44
回
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
開
催

　
　
　
　
　
　

く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
実
行
委

　

今
年
は
春
の
会
場
に
も
浜
頓
別
町
直

送
の
海
産
物
直
売
コ
ー
ナ
ー
が
お
目
見

え
。
人
気
の
野
菜
の
苗
、
花
の
苗
販
売
、

約
３
０
０
店
舗
が
出
展
す
る
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
産
直
野
菜
の
販
売
コ
ー
ナ

ー
も
開
店
し
ま
す
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
へ
の
出
店
希
望
者
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

主
催　

く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

　

ル
実
行
委
員
会

日
時　

５
月
24
（
土
）
、
25
（
日
）
の

　

両
日
（
午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時
）

場
所　

キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園

催
し　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
野
菜
の

　

苗
市
場
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
飲
食

　

コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

お
問
い
合
わ
せ　

㈱
東
川
振
興
公
社
☎

　

82
|
２
６
３
２

「東川小学校等建設検討委員会」 「東川町内小
学校統廃合検討委員会」の「公募による委員」
を募集します
　東川町では、本年度からスタートした「プライムタウ
ンづくり計画」で次代を担う子どもたちの教育施設の環
境整備を重点事業に位置づけ、施設整備に関する計画を
策定いたしました。
　特に、東川小学校は、昭和34年度から昭和36年度にか
けて建設された建物で、老朽化が進んでいることから、
町づくり計画では、平成22年度から平成26年度の間で
「東川小学校整備（建て替え）事業」を実施することに
しています。このため、東川小学校の建設や町内小学校
の統廃合問題等についての具体的な検討を進める「東川
小学校等建設検討委員会」と「東川町内小学校統廃合検
討委員会」を設置することになりました。
　委員にはそれぞれ20名程度を予定しております。「選
任による委員」と「公募による委員」で委員会を組織し
たいと考えております。
　「選任による委員」は幼児センタ－・各学校ＰＴＡ、
各学校関係者及び地域(中央分館、各自治振興会)等から
適任者を推薦していただく予定ですが、幅広く町民の皆
さまのご意見をお聞きするために「公募による委員」を
募集します。
１．応募資格
　　東川町に居住している方。
２．募集人数　　
　　東川小学校等建設検討委員会委員　　　３名　　
　　東川町内小学校統廃合検討委員会委員　３名　
　　募集人員を超えた場合は、抽選により決定させてい
　　ただきます。
３．委員会の開催予定
　　４回から５回程度予定しております。
４．委員の任期
　　委嘱の日から答申の日までとします。
５．報酬など
　　委員会に出席していただいた場合には、町が定める
　　報酬と旅費をお支払いいたします。
６．応募方法及び応募先
　　下記の担当まで、直接又は電話で申込みください。
　　・東川小学校等建設検討委員会委員
　　　企画総務課企画財政室☎82-2111（内線226、担 
　　　当平田）
　　・東川町内小学校統廃合検討委員会委員
　　　教育委員会生涯学習課教育推進室☎82-2111（内
　　　線582、担当高木）
７．締め切り
　　　５月23日（金）

平成19年度日本赤十字社東川町分区収支決算
日本赤十字社東川町分区の昨年度決算がまとまりました。

＜収入の部＞
科　目
繰越金

配分金

社　費
雑　入
合　計

予算額 決算額 比較増減
84,649

100,000

1,000,000
80

1,184,729

84,649

113,000

951,567
451

1,149,667

0

13,000

△ 48,433
371

△ 35,062

前年度繰越
赤十字奉仕団助成金　20,000円
分区交付金　　　　　93,000円
 
預金利息

＜支出の部＞
科　目

事業費

旅　費

事務費

災害援助
予備費
合　計

予算額 決算額 比較増減

1,070,000 

20,000 

20,000 

20,000 
54,729 

1,184,729

1,001,567

10,320

20,370

10,000
0

1,042,257

△ 68,433

△ 9,680

370

△ 10,000
△ 54,729
△ 142,472

社費　951,567円
赤十字奉仕団助成金　50,000円
上川支庁地区委員会総会・研修会等
退団者感謝状・額縁
手数料等
火災による災害見舞金１件

（収　入）
1,149,667 円

（繰越金）
107,410 円＝

（支　出）
1,042,257 円－

○赤十字は、あなたの善意が支えです。

日赤赤十字社東川町分区 

分区長　東川町長　松　岡　市　郎

（円）

（円）

備　考

備　考

　赤十字は、明るく住みよい平和な社会を築きあげるため血液事業の推進や国内外の災害時の医療救護・救援物資や
義援金の贈呈など、いろいろな事業を行い、世界の平和と福祉に役立つ願いで活動しています。
　その活動を支えているのが、善意による社資（社員）と寄付金、そして労力を提供する多くの奉仕者です。
　今後とも、ご理解とご協力をお願い致します。
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

くらし
・

ネットワーク

5月
土

6月
土

9月
土

10月
土 土 月

11月
日 月 火

7月
水 木 金 土 日 月 火

8月
水 木 金 土

3
10
17
24
31

7
14
21
28

6
13
20
27

6
13
20
27

6
13
20
27

7
14
21
28

休
館
日

休
館
日

1
8
15
22
29

1
8
15
22
29

12
9
16
23
30

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

3
3
10
17
24
31

5
12
19
26

5
12
19
26

4
11
18
25

4
11
18
25

9：00
11：00
13：00
15：30

9：07
11：07
13：07
15：37

道草館発
キトウシ森林公園
臨時停留所着・発
（折り返し運行）

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

大
雪
と

　

東
川
町
の
自
然
を
守
る
会
事
務
局
の

　

鶴
岡
さ
ん
へ
☎
82
|
５
３
１
２

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業
の
参
加
者
募

集
　
　
　
　
　
　

 

（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
海
外
で
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
交
流
・
体
験

研
修
を
す
る
小
・
中
・
高
校
生
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

派
遣
先　

米
国
、
英
国
、
豪
州
、
カ
ナ 

　

ダ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
サ
イ
パ
ン
、

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
の
各
国

日
程　

７
月
25
日
（
金
）
〜
８
月
17
日

　

（
日
）
の
８
〜
19
日
間
（
事
業
に
よ

　

っ
て
変
わ
る
）

対
象　

小
３
〜
高
３
生

参
加
費　

17
万
５
千
円
か
ら
49
万
８
千

　

円
（
別
途
共
通
経
費
）

締
め
切
り　

6
月
６
日
、
同
月
20
日

お
問
い
合
わ
せ　

（
財
）
国
際
青
少
年

　

研
修
協
会
（
東
京
都
新
宿
区
四
谷
２

　

ノ
11
、
大
村
ビ
ル
３
階
）
☎
03
|　

３
３
５
９
|
８
４
２
１

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
を
克
服
す
る
セ

ミ
ナ
ー
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
G
A
M

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
た
め
に
借
金
を
重
ね

た
り
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
や
め
ら
れ
な
い
、

な
ど
と
い
う
心
の
病
気
の
悩
み
や
つ
ら

さ
を
分
か
ち
合
う
活
動
の
団
体
で
す
。

家
族
、
知
人
の
問
題
で
お
悩
み
の
方
同

町内施設のご案内
郷土館
１．開館時間／午前10時～午後４時
２．開館日／7月、８月は月曜日が休館日です

※開館日以外で希望がある場合は開館します。

明治の家
※開館日は設けていませんが、ご希望に応じて開館します。
お問い合わせは老人保健センター☎82－2770

平成20年度町内体育施設のご利用案内
　多くの町民の皆さまがスポーツを楽しむことができるようご案内申し上げます（行事等により利用できない
場合があります。ご了承ください）。

体育館
一般開放
毎週月・木曜日（午後７時～同９時）、土曜日（午後5時～同９時）、日曜日（午前９時～午後9時）
※いずれも午後８時45分には競技を終了し、午後９時までに退館してください。その他行事等により利用でき
ない場合があります。昼間でも使用していない日時があります。ご希望の時はお気軽にお問い合わせください。

錬成館
海洋センターにお問い合わせください

町民運動公園（グラウンド含む）
期間　5月1日～10月31日（照明使用は5月2日から）
用途　野球・ソフトボール2面、陸上、本部席
使用料　町民・町外利用などによって設定があります。海洋センターにお問い合わせ願います
ナイター照明料　半点灯2,200円、全点灯3,700円（町民）
（１時間）　　　半点灯3,700円、全点灯4,800円（町外）

テニスコート
期間　5月1日～10月31日
ナイター照明料　1時間300円（町民）、1時間400円（町外）
プール
期間　6月1日～９月30日（期間中無休）
時間　午前９時～午後９時（午後8時45分にはプールから上がり退出してください）
　　　※午後8時から同8時45分は一般の方だけのご利用になります。
使用料　（個人・団体使用）は町民・町外など各種設定しています。海洋センターにお問い合わせください。
注意　幼児、小学低学年は、プールに入れる保護者が必ず同伴してください。
　　　学校授業、水泳教室、少年団などのため、一般の使用を制限する場合があります。
　　　ビート板以外の水泳用具は貸し出していません。
　　　体調の悪い方、感染病を持っている方、切り傷のある方はご利用できません。
お問い合わせ　東川町Ｂ＆Ｇ海洋センター☎82－4600、fax82－4607
パークゴルフ場
　○親水河川公園パークゴルフ場（忠別川河川敷、11月中旬まで）
　○キトウシパークゴルフ場（キトウシ森林公園、11月中旬まで）
　○大雪遊水公園パークゴルフ場（東8号、10月末日まで）
いずれもコース状況により日程が変更になる場合がありますのでご了承ください。
お問い合わせは㈱東川振興公社（キトウシ森林公園内物産センター）☎82－2632

町内施設のご案内町内施設のご案内

設
置
し
ま
し
た
。
健
康
増
進
の
た
め
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

新
1
年
生
の
交
通
安
全
に
│
と
寄
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

町
教
育
委
員
会

　

１
日
、
東
川
町
商
工
会
女
性
部
（
平

川
佳
子
部
長
）
か
ら
「
小
学
校
新
１
年

生
の
交
通
安
全
に
役
立
て
て
」
と
教
育

委
員
会
へ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
駆

除
活
動
に
参
加
を

　
　
　
　
　

 

大
雪
と
東
川
町
の
自
然
を
守
る
会

　

東
大
保
全
生
態
学
研
究
室
、
大
雪
と

東
川
町
の
自
然
を
守
る
会
で
は
、
町
内

で
3
年
目
と
な
る
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
駆
除
（
捕
獲
）
を
行
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
も
多
く
参
加
の
方
を
募
っ
て

い
ま
す
。

日
時　

5
月
10
日
（
土
）
午
前
8
時
半  

　

受
け
付
け
開
始
（
雨
天
の
時
は
翌
日

　

に
順
延
）

場
所　

羽
衣
公
園

対
象　

ど
な
た
で
も

町
営
バ
ス
臨
時
運
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
市
建
設
課

　

５
月
25
日
（
日
）
、
第
44
回
く
ら
し

楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
に
合
わ

せ
て
、
町
営
バ
ス
の
往
復
直
通
便
を
臨

時
運
行
し
ま
す
。

　

運
行
区
間
は
「
道
草
館
|
キ
ト
ウ
シ

森
林
公
園
正
門
前
」
間
。
料
金
は
大
人

１
５
０
円
、
子
供
70
円
で
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

東
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
か
ら
マ
ッ
サ
ー

ジ
チ
ェ
ア
寄
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
民
福
祉
課

　

東
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
小
坂
忠

会
長
）
か
ら
こ
の
ほ
ど
、
町
に
マ
ッ
サ

ー
ジ
チ
ェ
ア
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
＝

写
真
＝
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
結
成
30
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
高
齢
者
の
方
々
を
中
心
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。

町
で
は
、
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
談
話
室
に

士
で
集
い
、
病
気
へ
の
理
解
や
回
復
へ

の
方
法
を
助
け
合
お
う
と
い
う
も
の
で

す
。

日
時　

５
月
24
日
（
土
）
午
後
１
時
半

場
所　

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
（
旭

　

川
市
６
ノ
４
）

内
容　

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
と
家
族
」

　

に
つ
い
て
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
者
の

　

家
族
ら
に
よ
る
経
験
談
な
ど

参
加
費　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

お
問
い
合
わ
せ　

札
幌
エ
ル
プ
ラ
ザ　

　

（
札
幌
市
北
区
北
８
条
西
３
丁
目
）
、

　

札
幌
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

　

ー
内
「
ケ
ー
ス
N
O
・
１
０
２　

札

　

幌
Ｇ
Ａ
Ｍ
」
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１
|
７

　

２
８
|
７
２
８
０
）
ま
で
（
ケ
ー
ス

　

ナ
ン
バ
ー
と
あ
て
先
の
両
方
を
明
記

　

し
て
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
書
面
で
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
）

シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
友

部
正
人
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

　

叢
舎
（
く
さ
む
ら
や
、
西
10
号
北

46
）
主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
「
友
部
正
人

　

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
２
０
０
８
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

活
動
35
年
目
。
70
年
代
フ
ォ
ー
ク
世

代
の
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
〝
日
本
の
ボ
ブ

・
デ
ィ
ラ
ン
〞
と
形
容
さ
れ
て
い
た
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
の
伝
説
の
歌
「
一
本
道
」

を
歌
っ
た
シ
ン
ガ
ー
。

　

町
内
３
回
目
の
公
演
で
す
。
21
枚
目

の
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
に
収
録
さ
れ
た
新

曲
な
ど
も
披
露
の
予
定
で
す
。
チ
ケ
ッ

ト
は
前
売
り
券
だ
け
の
販
売
で
す
。
お

早
め
に
。

日
時　

５
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
半

　

開
場

場
所　

叢
舎
（
く
さ
む
ら
や
）

料
金　

２
千
５
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ　

叢
舎
☎
82
|
４
４
１

　

６
（
澤
田
さ
ん
）
、
木
工
駄
々
☎
82

　

|
４
５
８
８
（
岡
崎
さ
ん
）

「
心
の
ふ
る
里
人
形
展
」
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
株
）
東
川
振
興
公
社

　

町
内
の
人
形
作
家
、
宮
竹
眞
澄
さ
ん

の
「
心
の
ふ
る
里
人
形
展
」
が
７
月
15

日
ま
で
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
物
産
セ

ン
タ
ー
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か
れ
て
い

ま
す
。

　

じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
元
気

な
農
作
業
姿
、
庭
先
で
遊
ぶ
子
供
た
ち

の
楽
し
げ
な
笑
い
声
が
今
に
も
聞
こ
え

て
き
そ
う
な
人
形
た
ち
。
そ
の
最
新
作

を
一
堂
に
集
め
て
〝
宮
竹
ワ
ー
ル
ド
〞

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

入
場
料
は
２
０
０
円
（
一
般
）
、
小

学
生
以
下
無
料
。
お
問
い
合
わ
せ
は
東

川
振
興
公
社
☎
82
|
２
６
３
２

25 24Higashikawa  2008 May Higashikawa  2008 May



くらし
・

ネットワーク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

随時（土、日、祝日を除く）
午前8時30分～午後5時30分
電話相談（来室可）
☎82－4225

5月の教育相談
相 談 日
時 　間
相談要領
専用電話

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

・3LDK（78.8㎡)
・1戸（2階端）
・26,600円～
　77,300円

・平成15年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・オール電化住宅
・物置付き、駐車場1台

文化ギャラリー展示案内
●4月18日(金)～5月6日(火)
　・こども写真撮影会作品展
　・写真甲子園2007本戦出場校作品展
　・第10回写団ひかりクラブ写真展
（※5月7日(水)は展示作品入れ替え  
　のため休館です）

●5月8日(木)～5月22日(木)
　・日本写真家連盟展「四季の彩り」
（※5月23日(金)は展示作品入れ替えの
　ため休館です）

●5月24日(土)～6月12日(木）
　・第12回フォーラム東川塾写真展
　・フォトきらめき写真展
　・第17回林忠彦賞受賞記念写真展
（※6月13日(金)は展示作品入れ替え 
　のため休館です）

各種大会成績
【卓球】
◇小中学生学年別大会（３月27日・旭

川市総合体育館）

中学生男子　▼1年　②斎藤卓也③和

田直樹▼同２年　①佐藤大介

同女子　▼２年　①青木美優

　

【バレーボール】
◇第３９回全国ママさん大会北・北海道

予選会旭川予選（３月30日・Ｂ＆Ｇ東川

海洋センター体育館）

▼Ａブロック　優勝　ひがしかわ

　

【柔道】
◇柔道　第13回神居大会定期対抗戦

（３月23日・旭川神居中体育館）

▼優秀選手賞　吉武志音（東川柔塾）

「青春キャッチ5・7・5」（平成19年度入選作品）

「それぞれの　　『今日』を持ちよる　　晩ごはん」大　賞

（一般の部　岡本　美佳）

０歳からのおはなし会
 にちじ：5月29日(木) 午前10:30～同11:30
 ばしょ：文化交流館絵本ルーム

 　絵本の読み聞かせと手遊びなどで楽しく過
 ごしましょう！　後半は、親子で自由に絵本
 を楽しんだり、参加者同士の交流をします。
 ☆年齢に関係なく、どなたでも参加できます。
 （会費無料、申し込み不要）

お問い合わせは
「おはなしの会ピッピ」
三戸部　☎82－5278

　

 
社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

　
　

３
月
1
6
日
か
ら
４
月
15
日
ま

　

で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
を

　

い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
次
の
と
お

　

り
で
す
。

　

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》　

　

34
区　
　
　
　
　

岩
下
光
子　

様

　

西
町
３
丁
目　
　

髙
橋
宏
征　

様

　

17
区　
　
　
　
　

阿
部
ス
エ
子
様

　

く
ら
し
の
相
談
日
ご
案
内

　
　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
困
っ
て
い

　

る
こ
と
な
ど
、
相
談
日
を
設
け
て

　

毎
月
一
回
第
３
木
曜
日
午
後
１
時

　

半
か
ら
午
後
４
時
ま
で
社
協
相
談

　

室
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
　

今
月
の
相
談
日
と
相
談
員
は
次

　

の
と
お
り
で
す
。

　

5
月
15
日　

 

稲
井　

孝
子

入居者が用意するもの
　電気調理器
※電気調理器は希望により、リースも可。
　詳細はお問い合わせください。
※家賃のほかに温水器、暖房機のリース
料（月額4,935円）が別途必要になります。

西団地A1 北町2丁目8番

公営住宅・特定公共賃貸住宅の入居者を募集します

１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．平成19年1月から12月までの所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．納税証明書（平成19年1月1日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．その他必要と認める書類
６．印鑑
※下線のついている書類は、税務課収納室に用意してあります。
※３・４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

受付期間

受付場所

募集戸数

お申し込みに
必要なもの

５月１日（木）～23日（金）

税務課収納室（役場庁舎1階4番窓口）

4戸

●公営住宅

①

入
居
資
格

入居申し込み者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第2条第6号に該当する場合には、
入居することはできません。
公営住宅等入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。
※選考委員会で決定されなかった場合は、公開抽選会を開催します。開催日は未定です。
6月上旬
家賃の3カ月分
入居者と同程度以上の所得金額のある方2人
税務課収納室　☎82-2111（内線122）

そ の 他

選 考 方 法

入居予定日
敷 金
連帯保証人
お問い合わせ

（１）同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方
（２）世帯の収入金額が月額20万円以下

※次のいずれかの要件に該当する場合は26万8,000円まで基準額が引き上がります。
①昭和31年4月1日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれもが同日以前生まれの場合、または18歳未満の方がいる場合
②小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
③身体障がい等級1級から4級までの方がいる場合
④精神障がい等級1級から2級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
⑤ハンセン病療養者の方などがいる場合

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

・3LDK（80.9㎡)
・2戸（2階中央・2階端）
・55,000円～
　72,600円

・平成9年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場1台

南団地B1 南町1丁目7番

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

●家族向け特定公共賃貸住宅

②
③

入
居
資
格

（１）同居または同居しようとする親族がいる方
（２）世帯の収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方

※状況によって変わる場合がありますので、詳細はお問い合わせください。

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

●単身者用特定公共賃貸住宅

・1LDK（37.2㎡)
・1戸（2階端）
・30,400円～
　40,200円

・平成6年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・オール電化住宅
・物置付き、駐車場1台

西町団地
アヴニールⅠ

西町1丁目9番④

入
居
資
格

（１）昭和31年4月2日以後に生まれた単身の方
（２）収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方

※詳細はお問い合わせください。

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
の
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

　
　

   
大
雪
山
忠
別
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン 

ｉ
ｎ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ひ
が
し
か
わ
実
行
委

　

８
月
10
日
開
催
予
定
の
「
第
２
回
大

雪
山
忠
別
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ｉ
ｎ
ひ

が
し
か
わ
」
の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
道
北
地
方
唯
一

の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
を
町
民
皆
さ

ん
の
力
で
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

締
め
切
り　

５
月
31
日

人
数　

約
10
人

申
し
込
み　

大
雪
山
忠
別
湖
ト
ラ
イ
ア  

　

ス
ロ
ン
ｉ
ｎ
ひ
が
し
か
わ
実
行
委
事

　

務
局
（
東
川
町
商
工
会
内
）
☎
82
|

　

２
７
５
０
（
担
当
、
桑
原
）

ひかりクラブ写真展より
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子育てチャンネル子育てチャンネル

今
日
も
Ｋ
Ｏ
負
け
!?

今
日
も
Ｋ
Ｏ
負
け
!?

子育てチャンネル

　

朝
、
目
が
覚
め
た
瞬
間
に
私
の

頭
で
「
カ
ー
ン
!!
」
と
ゴ
ン
グ
が

鳴
り
、
今
日
も
戦
い
（
？
）
が
始

ま
る
。

　

若
菜
は
、
や
っ
と
起
き
た
と
思

っ
た
ら
、
ひ
た
す
ら
お
し
ゃ
べ
り

が
始
ま
る
。

　

「
あ
の
ぉ
…
、
お
願
い
だ
か
ら
、

お
母
さ
ん
が
ト
イ
レ
に
入
っ
て
い

る
時
に
ま
で
、
一
緒
に
入
っ
て
来

て
、
お
し
ゃ
べ
り
し
て
、
満
足
し

た
ら
ド
ア
を
全
開
に
し
て
立
ち
去

る
の
は
や
め
て
〜
!!
」
。

　

い
く
ら
結
婚
８
年
目
だ
と
は
い

え
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
お
父
さ
ん
に

見
ら
れ
た
ら
い
か
が
な
も
の
か

と
…
。

　

そ
れ
か
ら
、
２
人
と
も
〝
ミ
ョ

〜
〞
に
お
と
な
し
く
遊
ん
で
る
な

と
思
っ
た
ら
〝
ペ
チ
ペ
チ
、
ペ
チ

ペ
チ
〞
〝
イ
ヒ
ヒ
ヒ
…
〞

　

い
や
〜
な
予
感
。
見
る
と
ハ
ン

ド
ク
リ
ー
ム
を
持
ち
出
し
て
２
人

し
て
顔
や
手
は
も
ち
ろ
ん
、
ソ
フ

ァ
ー
ま
で
ベ
タ
ベ
タ
。

　

「
ぎ
ゃ
あ
〜
!!
」
「
見
つ
か
っ

た
瞬
間
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
隠
す
の

は
や
め
な
さ
〜
い
!!
」
。

　

お
母
さ
ん
は
一
日
何
回
『
ム
ン

ク
の
叫
び
』
に
な
る
こ
と
か
。

　

で
も
ま
ぁ
、
し
ゃ
べ
る
の
が
楽

し
く
て
仕
方
な
い
し
、
姉
妹
で
仲

良
く
？
遊
ん
で
い
る
の
も
成
長
の

証
な
ん
だ
よ
ね
。

　

最
近
は
若
菜
も
す
っ
か
り
お
姉

さ
ん
ら
し
く
な
り

「
つ
む
〜
○
○
す
る
よ
〜
」

「
あ
い
っ
!!
」

と
い
う
会
話
が
聞
こ
え
て
き
た
り

し
て
、
思
わ
ず
「
ぷ
っ
」
と
笑
っ

て
し
ま
う
わ
。

　

こ
の
前
な
ん
て
ブ
ロ
ッ
ク
で
遊

ん
で
い
る
時
、
若
菜
が
「
お
母
さ

ん
こ
れ
作
っ
て
〜
」
「
こ
れ
難
し

い
な
〜
」
。

　

私
の
肩
を
ポ
ン
ポ
ン
叩
き
な
が

ら
「
あ
ん
た
な
ら
で
き
る
よ
っ

!!
」
「
…
そ
っ
、
そ
う
…
？
」
。

　

こ
の
娘
、
母
を
何
だ
と
思
っ
て

る
の
？
（
笑
）

　

日
中
ど
ん
な
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て

疲
れ
が
た
ま
っ
て
も
、
２
人
の
か

わ
い
い
寝
顔
を
見
る
と
ノ
ッ
ク
ア

ウ
ト
で
Ｋ
Ｏ
負
け
な
の
よ
ね
。

　

思
え
ば
、
支
援
セ
ン
タ
ー
に
通

い
始
め
た
こ
ろ
は
若
菜
が
ま
だ
１

歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
人
見
知

り
が
激
し
く
、
ド
ア
を
開
け
た
瞬

間
、
お
母
さ
ん
の
足
元
に
隠
れ
て

ず
っ
と
泣
い
て
た
よ
ね
。

　

そ
れ
が
今
や
先
生
の
質
問
に
大

き
な
声
で
答
え
た
り
楽
し
そ
う
。

こ
ん
な
日
が
来
る
な
ん
て
!!

　

こ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
が
き
っ
か

け
で
知
り
合
っ
た
人
た
ち
と
お
友

達
と
な
り
、
毎
週
の
よ
う
に
誰
か

の
家
に
集
ま
っ
て
ラ
ン
チ
し
て
、

お
し
ゃ
べ
り
し
て
子
ど
も
同
士
で

遊
ん
で
、
時
々
お
泊
り
会
ま
で
す

る
仲
に
な
れ
た
。

　

若
菜
に
負
け
ず
劣
ら
ず
人
見
知

り
の
私
だ
け
れ
ど
、
声
を
か
け
て

誘
っ
て
く
れ
る
友
達
が
い
る
。
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
生

か
し
て
惜
し
み
な
く
教
え
合
う
。

無
理
を
せ
ず
、
で
き
る
時
に
で
き

る
人
が
や
る
。
さ
り
気
な
く
助
け

合
う
。

　

ハ
ー
ド
面
以
外
の
ソ
フ
ト
面
で

も
と
て
も
大
切
な
こ
と
を
教
え
て

も
ら
っ
た
。

　

東
川
の
母
ち
ゃ
ん
た
ち
っ
て
あ

っ
た
か
く
て
す
ご
い
っ
!!　

い
つ

も
心
強
く
良
い
刺
激
受
け
て
ま
す
。

子
育
て
ま
っ
最
中
お
母
さ
ん

　
　
　
　
　

飯
塚　

真
里
子

波潟　聖子
■担当区/
東町1～3丁目・17区
西町・東倉沼

なみがた　 せい　こ
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子育てチャンネル子育てチャンネル
保健だより
for Healthy Life

こんにちは　保健師です

　生活改善のための栄養相談は栄養士がお
答えします。毎月栄養教室も開いています。
お気軽にお越しください。

栄養士

中村弘美
平川俊彦 阿部秀司

こんにちは　栄養士ですこんにちは　地域包括支援センターです

　住み慣れた環境で住みやすい生活をしていただくため、高
齢者の皆さんからのご相談にお答えします。保健福祉センタ
ーの窓口、電話に限らず、ご希望の場合はご家庭への訪問に
もお応えします。

保健相談室・電話相談　月～金曜日の毎日（日・祝日を除く）
時間　午前８時半～午後５時半
担当　保健師、栄養士（相談内容によって）
内容　○健康相談（子育て、健康づくり、疾病予防、服薬、病気療養など）
　　　○血圧や体脂肪の測定、食生活や食事療法
　　　○母子健康手帳の発行･妊婦受診券（前期・後期・超音波）の交付
　　　○離乳食や子どもの発達や病気、子育て全般　など
電話　82－2111内（住民福祉課保健指導室）まで

　町内行政区を４人の保健師が担当して皆さまのご家庭をご訪問しています。担当区は前年度と同様です。子
育て、病気の療養、健康全般などご相談ください。

東川町保健師担当地区割り図

多田由起子
■担当区/
1・2東・2西・3・4南
新栄・5南・5北・6東
6西・7南・7北・8・9
10・11・12・13南・13
北・西町2～3丁目

た　だ　 ゆ　 き　 こ

鈴木　千紘
■担当区/
17・18・21・22・23・25
26・27・北町2～3丁目

すず  き　　 ち　ひろ

長尾千恵美
■担当区/
28・29・30・31・32・33
34・35・東雲・上岐登牛
14・15・16東・16西
西区・南町1～3丁目

なが  お　 ち　 え　み

波潟　聖子
■担当区/
東町1～3丁目・17区
西町・東倉沼

なみがた　 せい　こ

波潟　聖子
■担当区/
東町1～3丁目・17区
西町・東倉沼

なみがた　 せい　こ

保健相談室・電話相談を毎日開設しています
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

5月 May

保健カレンダー
お問い合わせ
●住民福祉課保健指導室　☎82－2111

【5月分】
13:00～14:00
13:30～

10:00～13:00
12:30～

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
東川町地域子育て支援センター（☎82－5100）

＜親子遊びの体験教室＞  予約制
   30日（金）テーマ「1、2歳児さん絵の具遊び」10:00～11:30

＜遊びの広場＞
（毎週月・火・水曜日プレイルーム開放）… 9:00～12:00
7日･12日･13日･14日･19日･20日･21日･26日･27日･28日

※会場は幼児センターです！

おいしい手料理

　最近、いろいろなものが値上がりし、その中で食材も結
構ね上がって食費がかさんでいませんか？
　今回は価格が安いもやしを使って食材費を抑えることが
できるご飯ものの料理を紹介します。
　サクラエビが入っているので、春らしい桜色の色合いが
きれいです。下ごしらえもいらないので簡単。おにぎりに
してピクニックのお弁当などはどうでしょうか。

＜材料＞4人分
●豆もやし（ひげ根を除く）…１袋（200㌘）
●米…２合
●塩…小さじ2分の1
●酒…大さじ２
●サクラエビ…40㌘
●ザーサイ…40㌘（さっと洗って千切りに）
●ごま油…大さじ１
●パセリ…あれば少々

＜作り方＞
① 米は洗って炊飯器の内釜に入れ、目盛りより少な目の水加
　 減にして30分間置きます。
② ①にＡを加えて混ぜ、サクラエビ、ザーサイ、もやしの順
　 に加えて、回しながらごま油を入れます。
③ いつもと同じ要領で普通に炊き上げ、炊き上がったらよく
　 混ぜ込んで器に盛り、最後に彩りとしてパセリを少々のせ
　 て完成。

【食べて健康・豆知識】
　もやしを加えることでボリュームが増え、お米も4人分2合
で十分です。カロリー量はおにぎり１個（約284㌔カロリー）
で換算すると、40㌔カロリーほど少ない246㌔カロリー程度に
抑えられます。
　サクラエビは、からごと食べられるのでカルシウムも摂れ、
骨祖しょう症になりづらくなります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  （園田　多映子さん）
　

おいしい手料理

【もやしとサクラエビの炊き込みご飯】【もやしとサクラエビの炊き込みご飯】

※会場は保健福祉センターです！

【6月分】

 9日

13日
16日
22日
26日

（金）

（火）
（金）
（木）
（月）

ごっくん教室
乳幼児健診　
　　　　　　　　　（通知者以外は14:30～）
～16日(金)ポリオ予防接種（町立診療所）
栄養教室　
1歳6カ月健診
子育て相談

 6日

18日
20日
23日
24日
26日
30日

（金）

（水）
（金）
（月）
（火）
（木）
（月）

もぐもぐ教室
乳幼児健診
栄養教室
3歳児健診　
子育て相談
がん送迎検診
元気っ子クッキング
～7月4日(金)　厚生病院がん検診・特定健診

申込制

予約制

Ａ

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されていますので、
こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/

｝


